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一
、
意
義
・
資
料
に
つ
い
て

▼
′

日
本
語
の
複
合
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
要
崇
連
合
に
お
い
て
、
後
位
要
素
の
第
一
音
節
の
清
音
が
濁
音
化
す
る
現
．
象
は
、
連
濁
と
呼
ば
れ

る
。
こ
の
現
象
は
、
文
献
以
後
、
ほ
ぼ
室
町
時
代
末
期
頃
ま
で
に
お
い
て
、
二
つ
の
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
、
右
の
一
つ
が
普
通
誓
．
母
音
に

終
る
音
節
に
連
な
る
場
合
の
も
の
、
他
の
一
つ
が
シ
ナ
語
の
鼻
音
と
、
そ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
成
l
立
上
た
と
予
覚
ろ
れ
る
翌
日
に
連
な
る

①

場
合
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
前
者
は
、
「
ヤ
マ
刺
ハ
（
山
川
）
」
の
よ
う
な
和
語
に
お
け
る
も
の
で
、
文
献
の
初
期
の
も
の
か
．
ら
現
わ
れ
て
い

y
ソ
r
イ

る
が
、
こ
の
連
濁
は
何
等
の
法
則
も
立
て
難
い
蘭
ど
l
、
言
わ
ば
気
ま
ぐ
れ
に
現
わ
れ
て
お
り
、
一
方
、
「
進
退
」
の
よ
う
に
、
シ
ナ
語
の
鼻

音
と
聖
。
（
的
l
な
も
の
）
に
接
す
る
場
合
の
連
濁
は
、
少
く
と
寸
室
町
末
期
頃
ま
で
は
「
ウ
・
ム
の
下
濁
る
」
重
ど
括
ち
れ
得
失
l
よ
う
に
、
‥

◎

前
者
に
比
べ
て
、
比
較
的
規
則
正
し
ぺ
行
わ
れ
て
い
た
．
と
見
て
て
い
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
二
．
つ
は
、
成
立
の
原
因
虻
無
論
の
l
こ
宅
現
代
語

に
流
れ
入
る
過
程
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
上
に
、
前
者
の
歴
史
的
考
察
に
必
要
な
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
に
は
清
濁
の
胡
ち
か
な
資
料
が

不
十
分
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
後
者
の
連
濁
を
封
象
と
す
る
ー
l
L
と
に
す
る
。

l
字
音
の
連
濁
の
顎
生
期
と
そ
の
寅
態
、
及
び
そ
の
現
代
語
に
停
え
ら
れ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
国
語
史
上
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

現
代
語
の
預
流
を
探
る
意
味
で
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
十
二
分
に
簡
明
さ
れ
て
は
小
な
い
。
従
来
は
、
室
町
末
期
の
書
利

◎

支
丹
資
料
、
及
び
奥
村
三
雄
氏
の
↓
委
員
・
眞
言
宗
等
の
諦
翌
日
を
や
見
た
後
世
の
資
料
に
よ
る
調
麿
等
が
あ
る
が
、
．
鎌
倉
時
代
及
び
そ
れ

以
前
に
お
け
る
、
字
音
の
連
濁
の
賓
態
を
、
直
接
苫
時
の
資
料
に
基
づ
い
て
究
明
す
る
こ
と
は
未
だ
な
さ
れ
て
車
重
か
。
し
か
王
．
こ
の
現

．
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二

◎

象
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
「
本
濁
」
（
浜
字
本
来
の
濁
音
）
に
射
す
や
「
新
濁
」
l
と
し
て
一
部
の
古
人
の
間
に
は
注
意
さ
れ
、
偏
政
時
代

に
そ
の
符
既
を
用
い
て
両
者
を
区
別
し
た
資
料
も
現
存
し
て
お
り
、
叉
、
鎌
倉
時
代
に
は
∵
日
本
語
に
お
け
る
こ
の
現
象
に
基
づ
く
没
つ
か

の
語
に
つ
い
て
記
録
に
書
き
止
め
た
も
の
も
あ
っ
た
が
」
そ
れ
も
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
雷
時
の
よ
り
庶
事
様
相
や
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
は
、
葡
ど
解
れ
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
障
碍
は
、
．
恰
好
な
資
料
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
所
に
あ
る
4

．
連
濁
の
認
定
に
は
、
先
ず
、
濁
膏
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
に
裏
記
さ
れ
た
資
料
が
必
要
で
あ
る
。
濁
音
を
表
示
し
た
資
料
に
は
、
次
の
三

種
が
撃
げ
ろ
れ
る
4
第
一
種
は
、
「
漢
字
や
個
名
に
「
ご
．
．
「
ご
‡
十
「
△
」
．
I
等
重
瀾
音
眉
を
付
廿
た
l
資
料
で
あ
る
。
飯
倉
時
代
以
前
で

は
、
▼
そ
の
性
格
上
」
大
部
分
が
訓
鮎
眉
料
で
為
る
。
第
二
種
は
l
、
旗
尊
重
字
音
を
示
す
馬
彗
類
音
の
漢
字
を
∵
本
文
の
漢
字
に
傍
記
し
た

資
料
で
あ
受
こ
れ
も
訓
鮎
資
料
が
殆
l
ど
で
あ
る
。
第
三
種
丑
、
廟
謂
宛
字
を
潤
い
た
資
料
で
あ
る
。
．
そ
の
宛
字
の
沃
字
音
と
、
宛
字
に
代

用
さ
れ
七
正
字
の
字
音
と
の
清
濁
の
相
違
に
着
目
す
る
方
法
に
ょ
渇
も
の
．
で
あ
る
。

以
上
の
三
種
の
沖
で
も
、
第
一
種
の
」
濁
音
符
を
付
け
た
訓
鈷
資
料
が
主
要
資
料
と
な
る
の
は
言
う
j
で
も
な
い
。
但
七
、
濁
音
符
の
成

立
膿
、
十
．
一
世
紀
初
頭
頃
で
あ
り
、
し
か
守
し
の
世
紀
に
は
、
陀
荘
尼
の
．
清
濁
を
塀
別
す
l
至
J
l
と
ぷ
主
で
あ
っ
て
、
一
般
の
漠
字
に
清
濁
を

⑤．．

音
符
で
示
す
の
は
院
政
期
以
降
が
普
通
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
連
濁
の
研
究
の
主
封
像
と
凍
る
時
期
は
、
眉
料
の
制
約
か
ら
、
院
致
期
以
降

と
重
る
。
こ
の
事
は
、
恐
ら
く
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
翌
日
翌
日
の
音
韻
的
封
立
の
白
魔
の
問
題
が
存
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
種
の
、
類
音
の
漢
字
を
儲
記
し
た
訓
鮎
資
料
は
、
時
代
的
に
偏
っ
て
い
て
、
平
安
初
期
長
料
が
殆
ど
で
あ
る
。

一

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

1

し
か
も
そ
の
適
例
は
少
く
、
こ
の
時
期
に
は
掛
泡
の
例
む
把
捉
し
難
い
。
た
だ
春
日
政
治
将
士
が
、
聖
語
荒
木
央
掘
度
琵
琶
平
安
初
期
封
の

⑤

字
音
鮎
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
中
で
、

0

例
へ
は
、
旋
字
は
本
来
淘
音
で
あ
る
が
、
常
は
清
音
に
読
ん
で
、

千

娩
匝
腹
行
升
九
蘭
、
亦
複
如
是
（
巻
二
ノ
十
八
）
l

の
場
合
は
清
音
で
あ
り
、



根
ハ
ナ
エ
‥

H
痙
至
母
所
、
顕
旋
多
匠
（
撃
一
ノ
．
十
八
）
1

・
な
ど
は
迅
机
で
拘
っ
た
や
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
．
十

と
指
摘
さ
れ
た
の
は
爪
要
で
あ
る
が
、
尚
考
融
の
砕
地
も
あ
り
、
又
、
こ
の
粕
の
例
は
多
く
は
な
い
の
で
、
考
察
の
主
封
象
か
ら
は
腰
く
欄

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
雛
三
相
の
、
宛
字
の
目
刺
は
、
・
片
似
名
交
り
文
や
重
刑
口
紀
・
古
文
損
韓
に
甘
l

ら
lれ
る
∵
特
に
漉
政
期
以
降
の
片
l

椴
名

交
り
文
に
通
例
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
・

水
稲
の
封
鈍
岬
期
は
、
右
柏
の
哩
山
に
よ
っ
て
院
敬
川
が
上
根
と
な
l

り
、
績
く
鎌
介
時
代
を
併
せ
て
、
院
政
鎌
倉
期
と
．
し
た
。
．
そ
れ
に
は

っ
て
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
た
封
町
時
代
よ
り
調
代
に
お
け
る
、
迅
絢
の
班
億
の
一
面
を
窺
お
う
と
忠
岡
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
連
濁
に
つ
い
て
の
、
中
世
の
記
串

講
が
、
鉦
介
蘭
初
潮
旨
l
に
．
・
軒
止
沌
誉
れ
る
耶
蟹
あ
っ
．
た
こ
と
は
、
．
次
の
北
院
御
針
兜
法
具
葦
等
語
）
の

「
右
記
」
の
記
事
で
知
ら
れ
る
。
l

建
久
三
（
年
）
八
粛
廿
四
日
、
今
日
、
六
角
中
納
封
粗
相
助
こ
●
衆
間
曇
（
略
）
次
間
云
。
辣
宰
相
。
∵
平
宰
相
4
臆
串
欄
等
バ
由
而
訴
レ

之
。
毎
人
事
、
瀕
中
納
冒
膏
平
中
納
H
。
陣
中
納
日
印
中
字
。
成
期
成
沼
呼
レ
之
。
尭
可
レ
濁
叫
欺
。
故
御
所
被
レ
仰
之
。
叉
椎
僧
正
之
僧
‥

字
消
網
棚
交
調
レ
之
。
活
而
呼
弼
椚
多
レ
紺
欺
。
弛
父
可
レ
湖
叫
。
同
被
レ
仰
レ
之
。
′
　
l
叉
型
空
椚
正
多
事
一
描
柿
可
師
字
可
レ
濁
相
停
撃
。
清
呼
・

弧
有
レ
之
。
非
二
名
僧
之
所
箪
欺
。
此
伐
々
如
何
。
答
。
l
廉
価
叫
。
根
元
レ
及
二
思
潮
㌣
止
仲
條
々
骨
可
二
湖
呼
】
也
。
瀾
事
立
看
取
南
中

歩
兎
及
叫
勅
射
中
之
中
空
的
克
之
損
字
。
文
机
呼
槻
繁
多
。
止
同
町
レ
濁
也
‥
ず
。
女
同
叫
m
叫
叫
字
可
レ
苗
也
云
㌔
予
間
云
。
或
博
党
有

才
接
甘
。
俳
綱
桐
年
商
豆
レ
之
。
故
御
所
沼
被
レ
仰
レ
之
如
何
。
答
云
。
赴
可
レ
消
欺
。
閃
叫
不
レ
可
レ
然
云
㌔
此
不
審
其
雑
レ
非
二
差
事
可
此
記

新
本
日
歩
－
m
嬰
成
レ
之
一
帖
也
。
故
再
レ
之
。
．
几
邸
－
火
才
老
椚
】
交
故
之
耶
也
バ
靴
レ
箪
】
沌
旨
】
何
不
レ
質
二
彼
卿
一
哉
（
「
群
書
類
従
」
二
㍉

十
四
桝
）院

政
・
蝕
介
時
代
に
お
け
る
字
骨
の
抽
絢
に
つ
い
て
（
小
林
）

三
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四

こ
の
本
は
、
そ
の
奥
だ
よ
る
と
・
仁
和
却
十
三
他
年
笠
親
王
の
自
節
水
を
・
聖
者
の
法
椚
正
（
竃
軍
票
ハ
猷
）
が
、
文
永
二

年
七
月
に
鳴
湘
御
所
で
串
糾
し
校
合
し
た
水
を
、
後
、
銀
介
勇
下
新
宮
別
仰
l

。
班
で
、
Ⅲ
賢
呼
が
、
建
武
四
境
空
似
氷
十
六
年
な
ど
に
柑
裏
な

し
た
鴇
の
で
あ
る
。
降
澄
は
、
「
汎
俗
交
談
龍
」
（
建
久
二
咋
九
月
十
日
龍
）
の
串
“
廿
で
も
あ
り
、
叉
、
八
些
－
隼
（
＝
三
三
）
に
は
、

北
院
御
宝
守
党
法
親
王
の
仰
で
加
m
L
七
所
の
「
性
霜
机
」
（
醍
醐
専
減
水
）
を
皿
ん
で
い
る
。

「
右
記
」
の
記
事
は
、
「
霜
」
の
「
竺
（
潮
甘
）
、
「
中
納
巨
の
「
中
」
（
踊
廿
）
が
・
「
揮
二
㌢
「
樫
に
按
接
し
て
碧
と
な
り
、

層
正
」
の
「
僧
」
（
甥
了
欝
」
の
「
旦
甥
）
、
「
拙
串
」
の
「
中
」
、
「
勧
害
の
「
旦
拙
守
「
同
叫
し
「
㌍
」
の
「
叫
」

（
柚
庸
）
が
、
上
れ
ら
の
複
合
銅
に
お
い
て
欝
と
な
る
こ
と
の
叫
址
を
物
聖
て
お
り
、
亜
…
時
、
建
湖
の
叫
免
が
同
鍋
を
迅
湖
し
な
い
場
合

と
の
潮
比
に
お
い
て
二
諾
昔
れ
た
ー
寺
を
知
る
こ
と
が
‖
来
る
。
こ
の
龍
雄
か
ら
仰
山
時
の
迅
洞
に
つ
い
て
次
の
間
叫
現
を
斑
い
う
る
。

」
、
連
翌
日
の
直
別
の
漢
字
は
、
「
温
」
（
山
捕
・
平
堅
、
「
梱
」
（
山
摘
・
平
撃
、
「
馴
ご
（
山
抽
・
出
撃
、
「
拍
こ
（
山
抽
・
上
撃
の

舌
内
外
菅
H
か
、
「
平
」
（
梗
抽
・
平
撃
、
「
血
ご
（
竹
野
平
掌
、
「
同
」
（
追
捕
・
平
鬱
の
喉
内
外
甘
凹
か
「
映
ど
（
況
摘
・
去
撃

〕の
唇
内
血
茸
m
で
あ
り
、
他
に
」
例
は
「
氾
ご
（
効
摘
・
虫
砕
〇
の
河
で
終
る
骨
で
あ
る
。
「
立
村
職
棚
こ
の
規
範
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

〔の
音
の
後
位
妥
粟
は
追
捕
に
顎
骨
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
鼻
骨
に
接
す
る
助
l
合
に
は
追
捕
す
る
と
い
う
法
則
が
、
宥

∵
取
現
の
規
範
、
「
名
相
之
所
出
」
l
と
し
て
、
紳
…
時
存
l

し
た
班
と
な
る
。

≒
・
潤
し
、
．
瓜
蕾
劇
外
の
「
効
埴
」
回
に
接
す
る
瑚
合
虹
も
迅
潤
す
受
J
と
空
郡
に
起
っ
て
い
た
り
し
か
も
外
事
に
接
す
る
連
濁
と
共

l
に
、
有
職
酷
の
胤
花
の
一
m
と
な
っ
て
い
た
。

三
、
右
の
鼻
音
呼
に
接
す
る
沼
苛
字
で
も
、
常
時
、
迅
濁
さ
せ
ず
に
、
消
菅
に
故
事
す
る
人
も
あ
り
、
又
そ
の
方
が
「
繁
多
」
で
あ
る
複

合
語
も
あ
っ
た
。

四
、
「
俳
禍
」
の
よ
う
に
、
前
接
着
が
「
俳
」
（
蟹
描
・
平
野
）
で
、
‖
母
菅
で
終
る
廿
の
抜
位
で
も
、
連
濁
す
る
人
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
連
濁
さ
せ
な
い
方
が
正
し
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。



「
効
撼
」
「
蟹
摘
」
の
よ
う
に
鼻
音
以
外
で
も
、
母
音
M
H
の
後
位
で
は
連
濁
が
起
っ
て
お
り
、
そ
の
中
、
前
者
は
正
し
い
と
い
う
規

範
定
説
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
．
常
時
の
宜
際
の
資
料
で
も
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

次
に
、
「
徒
然
草
」
の
中
に
、
言
葉
淀
に
つ
い
で
論
じ
た
段
に
も
、
　
　
　
　
　
l

は

ふ

　

　

T

「
行
法
も
、
法
の
字
を
澄
み
て
い
ふ
わ
ろ
し
、
濁
り
て
い
ふ
」
と
、
清
閑
寺
僧
正
仰
せ
ら
れ
き
。
常
に
言
ふ
事
に
、
か
ゝ
る
事
の
み

お
ほ

．
多
し
。
（
首
六
十
段
）

と
あ
る
の
は
．
・
「
法
」
（
讐
れ
「
行
」
（
宕
描
）
の
喉
内
雪
間
に
後
位
し
た
際
に
、
連
濁
に
晋
す
る
の
を
可
「
た
も
の
で
あ
っ
て
、

反
面
、
雷
時
清
音
に
覆
音
す
る
人
も
あ
る
こ
と
を
も
物
語
っ
て
お
り
、
鼻
音
の
後
位
の
連
濁
が
銭
別
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

尚
、
l
清
濁
に
関
す
る
記
事
は
高
山
寺
蔵
「
孝
明
ノ
文
字
ノ
清
濁
事
」
一
紙
（
第
一
二
四
由
ノ
七
ノ
一
九
競
）
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
車
馬

の
資
料
に
も
あ
る
。

或
時
空
持
ノ
法
甲
－
而
含
ノ
次
。
」
睾
明
ノ
文
字
ノ
カ
ナ
書
不
審
ノ
條
々
」
此
数
字
二
文
字
カ
ナ
カ
叉
」
二
文
字
カ
ナ
カ
問
」
答
先
ツ
ハ
表

（
ナ
r
）

自
何
一
l
二
文
字
カ
ナ
ナ
リ
但
ッ
散
花
ノ
甚
深
」
教
ノ
時
者
二
字
カ
ナ
ナ
リ
」

一
、
開
封
琴
安
賢
ノ
ソ
が
又
オ
ム
カ
」
答
コ
レ
又
覇
方
両
説
ナ
リ
琴
ご
オ
ム
ト
ス
ル
ナ
リ
維
然
西
方
墾
ハ
」
ノ
ム
ト
習
侍
也
御
願

成
群
そ
琴
二
成
排
ト
嘩
7
ス
ル
ヲ
」
西
方
l
二
活
ミ
テ
成
塀
ト
ス
ル
也
」
但
シ
此
折
者
西
方
軍
l
モ
濁
事
モ
有
ナ
リ
」
（
略
）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

0

明
徳
四
ゝ
十
一
月
廿
九
日
′
　
経
門

こ
れ
も
亦
、
同
一
語
で
も
清
濁
両
説
の
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
記
事
と
し
て
参
考
に
な
る
。

欝
時
漕
降
昔
、
洞
院
濾
票
の
「
名
目
抄
」
（
糟
綿
醗
紅
計
駄
桝
針
諸
寄
（
妄
。
。
）
）
に
も
有
職
讃
の
中
に
、
連
濁
に
関

す
る
語
も
あ
り
、
そ
の
性
格
か
ら
前
代
を
受
け
て
侍
え
ら
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
名
目
抄
」
は
、
「
恒
例
請
公
事
篇

付
神
芸
事
」
「
同
臨
時
声
「
私
壁
用
」
「
諮
公
事
公
説
篇
」
「
禁
中
所
々
名
篇
」
「
人
体
篇
」
「
院
中
箱
」
「
難
物
篇
」
「
衣
服
篇
」
「
喪
服
篇
」
に

院
政
・
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

五



院
政
㍉
錬
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
有
職
議
の
詩
語
に
交
っ
て
「
連
濁
の
詩
語
が
あ
り
、
中
に
は
、

“
グ
ワ
y
サ
ツ

元
し
こ

…
ケ
け
∴
／
y
雪

還
　
甥

°

（
別
箇
所
）

同
　
車
．

…
ナ
ウ
，
一
y
ム
．

同
　
心

°°

ケ
y
 
y
a

規
癌°

㍉
セ
ム
　
y
．
ヨ

潮
　
租．　°

ノ

　

ヲ

後
生
以
二
三
字
一
可
令

ニ

　

ス

　

ヲ

清
欺
1
故
　
注
レ
之
・

本
音
ハ
シ
．
ヨ
ウ
也
、
．
而
名
　
l

目
ハ
シ
ヨ
、
又
濁
也

常
ノ
音
シ
ョ
ウ
也
、
ジ
m
名
目
也

又
上
ニ
ヒ
カ
レ
テ
一
l
ゴ
ル
也

上
活
下
濁
也
、
或
人
上
ハ
濁
下
ハ
清
一

不
レ
可
レ
然
欺
、
但
家
説
不
レ
知
．

常
世
ノ
人
ジ
ム
、
チ
清
メ
テ
云
故
注
之

常
昔
シ
ョ
ウ
也
依
二
名
目
一

ジ
ヨ
也
、
又
上
一
l
引
レ
テ
濁
ル
也

常
音
ソ
也
然
両
．
シ
ヨ
ハ
名
目
也

上
二
引
レ
テ
濁
ル
也

の
ま
ぅ
に
連
濁
に
関
す
る
注
記
も
あ
も
。
こ
の
注
記
の
語
か
カ
次
の
こ
上
が
知
ら
れ
る
。

一
、
連
濁
は
「
上
二
引
力
レ
テ
」
生
じ
た
も
の
と
い
う
、
原
因
に
つ
い
て
の
正
乾
な
把
粒
が
あ
る
。

二
、
前
接
字
は
鼻
音
で
あ
ヶ
、
そ
の
後
位
語
に
連
濁
が
生
ず
る
の
が
規
範
と
す
る
考
え
方
が
窺
わ
れ
る
。

三
、
．
鼻
音
に
接
す
る
活
音
字
で
も
、
連
濁
さ
せ
ず
に
清
音
に
章
音
す
る
人
も
あ
っ
た
。

∴
四
、
．
古
く
は
連
濁
で
あ
っ
た
語
が
、
室
町
時
代
に
は
新
し
く
星
化
し
て
清
音
に
覆
音
す
る
よ
う
に
な
っ
た
語
も
あ
る
。
「
元
三
」
の
注
に

「
矧
到
以
t
ニ
ニ
字
】
可
令
清
欺
」
と
疑
っ
て
い
る
鮎
や
、
「
同
心
」
の
注
に
「
常
世
ノ
人
ジ
ム
ヲ
活
メ
テ
云
」
と
あ
り
、

菜
字
慧
抄
に
も
「
同
（
去
誓
詞
）
心
（
上
誓
巴
ト
ウ
シ
ソ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
る
。

前
田
家
本
色



五
、
そ
の
響
鮎
に
よ
る
と
、
．
連
濁
の
前
接
字
の
聾
調
は
、
去
撃
調
の
も
の
が
多
い
。

重
商
の
自
筆
の
正
本
に
は
未
払
が
無
く
、
底
本
の
睾
瓢
は
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
等
の
韓
寓
の
際
に
加
え
た
も
の
と
い
う
が
、
掲
出
語

の
中
に
、
注
記
が
な
く
、
革
に
複
合
語
の
み
を
掲
げ
た
も
の
も
、
底
本
の
睾
瓢
と
こ
の
名
目
抄
の
有
職
議
を
示
す
意
出
よ
り
考
え
て
、
姦
濁

の
語
を
貨
殖
の
正
本
に
お
い
て
多
く
含
む
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、

J

コ
　
　
ザ
ン
　
　
　
　
　
カ
イ
　
ゲ
ン

周
．
牒
　
　
開
　
聞

°

の
よ
う
に
、
前
接
字
が
鼻
音
で
な
い
例
も
散
見
す
る
。

こ
れ
ら
が
前
代
か
ら
受
け
籍
か
れ
た
連
濁
か
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
生
じ
た
も
の
か
定
か
で
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
既

に
こ
の
種
の
連
濁
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
㌣

名
目
抄
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
語
は
、
そ
の
篇
日
か
ら
も
分
る
よ
う
に
公
事
関
係
の
特
定
語
に
偏
り
、
文
書
講
を
始
め
、
姦
語
彙
の
例
を

放
い
て
中
る
が
、
常
時
一
層
多
く
の
例
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一

三
、
新
渇
の
符
髄
に
よ
る
諸
例
に
つ
い
て

古
く
漠
字
音
に
つ
い
て
、
本
来
濁
音
で
あ
る
昔
を
「
本
濁
」
と
い
う
の
に
封
し
て
、
連
濁
に
よ
っ
て
生
じ
た
濁
音
を
「
新
濁
」
と
し
て
、

そ
の
音
符
を
学
見
て
区
別
し
て
示
す
資
料
が
、
院
政
時
代
に
あ
る
。

書
陵
部
戒
四
種
相
違
疏
一
軒
は
、
仁
安
三
年
六
「
二
ハ
八
）
に
寄
寓
し
差
聾
し
た
、
字
音
讃
み
の
訓
瓢
資
料
で
あ
っ
て
、
仁
安
三
年
の
識

語
は
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。
．

（
畢
筆
）
仁
安
三
年
六
月
二
十
三
日
於
一
療
院
御
房
御
学
問
所
賜
此
書
了

（
朱
筆
）
仁
安
三
年
十
亘
≡
音
亥
時
於
西
御
門
御
所
申
出
御
本
肇
紀
男
的
脱
聾
切
句
差
聾
畢
′

求
法
沙
門
党
政

．
院
政
・
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
．
（
小
林
）

八

（
朱
筆
）
同
年
同
月
子
時
、
焉
明
年
慈
恩
含
竪
義
、
子
嶋
私
記
讃
始
之

奈
良
興
瞥
朱
鳥
流
匙
琴
（
群
撃
の
雲
に
係
る
こ
．
訂
知
ら
れ
る
。
こ
の
最
に
彗
全
巻
に
．
、
仁
安
三
年
の
時
の
朱
筆
に
よ

る
撃
鮎
が
差
さ
れ
て
お
り
、
濁
音
は
「
こ
一
叉
は
「
・
・
」
で
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
「
こ
が
本
濁
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
「
・
・
」
は
、

以
下
掲
げ
る
．
よ
う
に
1
連
濁
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
（
噛
鯛
胸
露
㌃
監
瞥
臓
訓
辞
謁
鏡
）

印
　
紛
仰
　
陣
（
二
例
）
〔
清
云
〕
∵
．
料
紛
性
（
二
丁
二
例
）
〔
晴
云
〕

°
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
°

°

田
淵
．
〔
清
平
〕
′
　
前
．
浣
〔
活
平
〕
　
1

°

伺
　
衆
．
複
〔
清
平
〕
　
　
瀾
「
頂
．
．
（
五
例
）
〔
治
平
〕
一
、
′

「
ヽ

か
れ
肇
．
〔
畢
〕
一
（
配
か
歓
等
瑠
盛
詐
不
入
墨
等
）
・

°

籾
　
三
　
種
（
清
上
）
　
ユ
ニ
相
（
二
例
）
〔
治
平
〕

°

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

°

・
心
声
法
・
〔
聖
二
h
㌍
距
短
戒
整
）

後
位
字
は
、
各
字
に
示
し
た
よ
う
．
に
、
い
ず
れ
も
清
音
で
あ
る
か
ら
、
常
時
、
連
濁
の
掟
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
の
は
舌
内
鼻
音

呵
用
は
喉
内
鼻
音
凹
、
脚
は
唇
内
鼻
音
可
で
あ
り
、
絶
て
空
目
の
後
位
字
に
連
濁
が
生
じ
て
い
る
例
ば
か
り
で
あ
る
。
又
、
前
接
字
の
堅

〔

調
に
よ
る
と
、

去
誓
詞
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
　
（
二
八
例
、
l
六
語
）

．
、
平
啓
調
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
∵
（
　
五
例
、
一
語
）

毘
富
毘
撃
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
（
　
≡
例
、
二
語
）



で
、
去
睾
調
が
最
も
多
い
。
一
方
、
連
濁
を
起
し
た
字
音
の
撃
調
は
、

平
空
調
の
字
音
の
連
淘
（
二
九
例
、
六
語
）

上
萱
詞
の
字
音
の
連
濁
（
　
七
例
、
≡
語
）

′

．

′
L

不
人
望
の
字
音
の
連
濁
（
一
例
、
一
語
）

で
、
去
空
調
の
字
音
の
連
濁
の
例
が
誓
い
の
は
注
目
せ
ら
れ
る
。

次
に
バ
聖
衆
宍
道
寺
眉
妙
法
蓮
華
経
八
軸
は
、
．
哉
語
を
放
く
・
が
、
．
本
文
は
院
政
初
期
書
雷
で
あ
り
、
そ
れ
に
鎌
倉
転
初
期
と
日
せ
ら
れ
る

朱
筆
の
畳
名
上
同
筆
の
睾
封
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
慣
名
は
字
音
を
示
す
も
の
の
み
で
短
め
て
多
く
、
聾
瓢
は
全
漢
字
に
差
さ
れ
て
あ

り
、
和
訓
を
見
な
い
か
ら
、
本
法
料
は
妙
法
些
畢
痙
八
巻
を
字
音
試
み
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
字
音
で
は
、
拗
音
を
　
「
ク
ヮ
・
ク
ヰ
・
ク
エ

・
シ
ャ
・
シ
こ
と
今
日
と
同
じ
方
式
の
億
名
表
記
で
表
わ
し
、
書
の
聖
H
と
は
正
し
く
表
記
し
分
け
て
い
る
。
睾
鮎
は
「
・
」
で
清

音
を
、
「
こ
升
は
「
こ
で
濁
音
を
示
し
て
い
る
。
特
に
「
こ
は
連
濁
の
符
班
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
本
濁
を
「
こ
で
表
わ
す
の
に
封

し
て
い
る
。
但
し
、
「
こ
は
巷
一
と
巷
二
だ
け
で
あ
っ
て
、
何
故
か
巷
三
以
後
は
、
本
濁
も
新
濁
も
「
こ
で
表
わ
し
て
、
区
別
を
し
て

い
な
い
4
し
か
し
、
．
連
濁
の
用
例
は
短
め
て
多
く
て
、

常
時
の
連
濁
の
校
相
を
知
る
の
に
有
益
で
．
あ
る
。

L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
．
　
′
∴
二
二

川
　
前
接
字
の
韻
尾
が
舌
内
鼻
音
凹

．

ケ

ア

　

　

　

　

　

　

　

…

〔
去
〕
怪
貪
（
巻
こ
、
．
融
通
（
巷
一
、
雀
二
）
、

か

　

　

．

　

　

　

　

　

か

°

　

　

F

大
所
通
（
巻
二
）
、

伽
　
，

°°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

群
生
類
（
巻
一
）
、
天
草
（
巻
二
）
、

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伽

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

人
間
（
巻
二
）
、
但
賞
（
巷
二
、

二
例
）
・
封
珠
（
巷
二
、
二
例
）
、
．
が
新
（
巻
二
）
、
討
殊
沙
華
（
巷
．
一
）
、
∴
∴
H
＋
．
1

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
。
．

伽

∵

．

　

1

　

、

°

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

．

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

歓
喜
（
巷
一
、
三
例
？
巻
二
、
三
例
）
、
大
観
善
人
巻
二
、
三
例
）
、
二
身
髄
（
巷
一
）
、
．
堅
固
（
巷
二
、
三
例
）
、
仁
者
（
巻
一
）
、
珍

か
、

賓
（
巷
二
、
四
例
）
、
偏
租
（
巻
二
）
、

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

院
政
・
・
鎌
倉
時
代
に
ノ
お
け
る
字
音
の
遵
鞠
に
つ
い
て
（
小
林
）

九



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

．

　

鴫

　

　

　

　

　

．

　

鴫

言
説
（
巻
二
）
、
開
法
（
巻
二
、
．
二
例
）
、

㌣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴫

　

　

・

リ

ア

‡

タ

の

　

　

　

　

テ

ン

y

ヤ

ク

の

〔
平
〕
埠
法
輪
（
巻
一
。
．
巻
二
、
三
例
）
、
演
説
（
登
一
）
、
嘩
・
惜
（
巻
二
）
、
典
　
籍
（
聾
l
一
）

．
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

ヘ
イ

安
寧
（
巻
．
二
）
、
・
劫
「
修
（
巻
二
∵
二
例
）
信
者
（
巷
二
）
、
頓
弊
（
巷
二
）
、
難
成
（
巷
二
）
、

．

か

　

　

　

　

　

　

　

…

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

か

　

　

　

　

　

　

．

伽

　

　

　

　

　

　

．

か

一
〇

見
者
（
巻
二
）
、
展
鴎
（
巷
二
）
、

．
伽

グ

エ

ソ

y

コ

　

　

　

　

　

　

　

．

．

　

　

　

　

　

　

　

r

　

セ

γ

　

の

巻
疏
（
巷
二
）
、
r
百
千
苗
踵
（
巻
二
）
、
．
産
‥
生
（
巻
二
）
∴

．
－

．

1

　

°

　

　

　

　

・

．

　

伽

・
〔
占
u
叩
．
（
禽
二
）
」

吋

・
不
開
法
（
巷
．
二
）

．
か

八
千
世
界
（
巷
二
）
、
常
堅
固
（
巻
二
）
、
無
数
天
子
｛
巷
二
）
、
請
天
子
（
巷
二
）
、

．
か
　
」
．

1

．

一

か

．

鴫

′

．

世
事
説
（
巻
二
）
」

両
　
前
接
字
0
韻
尾
が
喉
内
虜
音
何

．．．．．－1

．

　

伽

啓
開
衆
（
巷
一
、
二
例
）
、

．

　

－

〔
去
〕
東
方
（
巷
こ
、
東
西
（
巻
二
」
二
例
）
へ
苛
金
（
巷
二
）
、
．
更
生
（
巷
二
）
、
香
水
（
巻
二
）
」
堂
舎
（
華
一
）
、
大
衆
経
（
巻
二
）
、

伽°

有
衆
生
（
巻
二
）

．
　
伽
．

°

兵
家
（
巷
一
）
、

か

．
1
　
鴫

琶
法
（
巷
二
）
、

°

童
子
（
巷

か

°

一
）
、
精
進
（
巻
二
、
二
例
）
、
窮
子
（
巷
二
、
二
例
）
、

．
テ
フ
相

生
吼
（
巻
二
）
、



？

　

　

　

　

の

　

　

　

　

吋

〔
平
〕
請
設
（
巷
二
）
、
詩
法
（
巷
一
）
、
正
法
（
巷
一
。
巻
二
、

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

一
）
、

′
▲
ヤ
ウ
γ
十

賃
　
斜
（
巷
二
）
、
大
衆
中
（
巷
二
）
、
家
中
（
巻
二
）

．

－

　

　

　

　

　

　

“

．

か

　

　

　

　

　

　

　

ー

ー

　

・

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

　

　

　

　

　

．

y

ヤ

ク

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

A

．

二
例
）
、
雨
足
．
（
巷
二
）
、
往
昔
（
巻
二
｝
往
捉
l
（
巷
二
）
、
究
責
法
（
巻

°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
　
°

1

　

′

、
一

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

　

へ

イ

一

・

積
琶
（
巷
一
。

，

．

－

〔
上
〕
衆
生
（
未
二
、

一
－恭

敬
（
巷
一
。

．
－

の

空
法
（
巻
二
）
、

●

巷
二
、
二
例
）
、
平
正
（
巷
二
）
、

．
－

二
例
て
巷
二
、
三
例
）
、
請
衆
生

．
．
0

番
二
、
二
例
）
、
経
者
（
巻
二
、

．

　

か

，

．

丘
子
．
（
墾
一
、
二
例
）
、
長
者
（
墾
一
、
九
例
）
、
大
長
者
（
巻
二
）
、
虫
輩
（
巷
二
）

°

　

　

　

’

．

伽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

か

°

（
巻
二
）
、
虚
空
中
（
巷
二
、
二
例
）

．
伽

二
例
）
、
精
進
（
巷
二
、
三
例
）
、
常
精
進
菩
薩
l
（
金
一
）
、
勇
猛
満
進
（
巷
一
）

．

　

？

．

　

か

．
㌢
十
タ
の
．
＝

浪
　
籍
（
巷
二
）

°

二
一

壷
「
前
転
字
の
韻
尾
が
唇
内
舟
音
可
．
〔

°

　

°

°

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

°

〔
去
〕
音
萱
（
華
一
）
、
心
中
（
巷
二
）
、
三
重
（
巷
二
）
、
。
．

か

　

　

　

　

　

　

　

　

か

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

°

三
界
（
巻
一
。
巷
二
、
三
例
）
、
主
精
（
巷
一
）
、

今
世
（
巷
二
）
、
三
種
・
（
巷
二
）
、

伽

．
．
y
†
タ
の

貪
　
惜
（
巻
二
）
、

・
伽

〔
平
〕
欣
仰
（
巻
一
）

“
伽

の
沈
水
（
巷
一
）
、
懲
天
王
（
巷
二
）
リ

ー

…

　

　

　

　

　

．

．

…

．

院
政
r
錬
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

一
二



院
政
㍉
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
絢
に
つ
い
て
（
小
林
）

°
．

〔
上
〕
如
今
者
（
巻
二
）
、
三
界
（
巻
二
）
、

．

　

伽

　

　

　

　

　

．

　

伽

一
二

因
　
前
接
字
が
鼻
音
以
外

ヒ疲
僻
（
巷
二
）
　
∴

1

．

か

・

①

「
ご
は
殆
ど
、
清
音
字
（
親
銃
の
調
・
次
甜
）
に
あ
り
、
迅
湖
を
示
す
ー
ー
と
は
雑
か
で
あ
る
。
又
、
同
一
綱
に
、
迅
湖
菅
と
消
廿
と
の
二

校
を
示
す
も
の
も
あ
る
。

…

　

　

　

　

　

　

　

．

．

鴫

玩
好
（
審
二
）
、
開
法
（
怨
二
。
T
法
」
の
去
野
郎
は
木
の
ま
ま
）

．
伽

こ
れ
は
「
右
記
」
に
乱
ざ
れ
た
蝕
介
初
期
の
雄
柄
の
傍
詑
と
な
る
と
見
ら
れ
る
。
尚
、
迎
湖
を
含
む
同
一
鍋
で
あ
り
乍
ら
、
二
銀
の
撃
調
を

示
す
も
の
も
あ
る
。

°

衆
生
（
巻
一
、
二
例
。
雀
二
、
三
例
）
、
溝
衆
生
（
怨
二
）
1
－
布
衆
生
（
怨
二
）

J

　

伽

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

．

伽

　

　

　

　

　

　

　

．

　

か

°

　

．

精
進
（
巻
二
、
三
）
例
　
－
　
粕
池
（
怨
二
、
二
例
）

．

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伽

●

三
界
（
巷
二
）
　
－
　
三
界
（
雀
一
。
怨
二
、
二
例
）

．

・

伽

．

　

　

　

　

　

　

　

　

か

い
ず
れ
も
上
撃
と
去
撃
と
に
係
る
も
の
せ
あ
り
、
先
述
の
四
柵
1
1
1
追
疏
仁
窒
二
年
の
逆
湖
に
兄
だ
「
三
相
」
「
心
所
法
」
な
ど
の
毘
宮
粗
野

と
閑
聯
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
∴

さ
て
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
の
連
濁
は
、
鼻
音
の
後
位
字
に
生
じ
て
い
る
例
が
帽
倒
的
に
多
く
、
院
政
期
の
四
粗
相
－
追
疏
仁
安
三
年
甑
と
同

ヒ

じ
く
、
賞
時
の
連
濁
の
宣
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
所
が
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
・
止
柚
の
「
疲
」
・
に
後
位
す
る
例
の
見
ら
れ
る
の
は
、
鎌
倉
時

代
に
な
る
と
、
鼻
音
以
外
で
母
菅
に
後
位
す
る
新
し
い
連
濁
の
生
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
右
記
」
の
「
俳
佃
」
の
連
濁
の



記
事
に
通
じ
て
興
味
が
あ
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
は
叉
、
次
節
の
訓
鮎
資
料
の
連
濁
例
の
中
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
は
、
鼻
音
以
外
に
後
位

す
る
連
濁
が
見
出
せ
る
こ
と
と
符
合
す
る
。

前
接
字
の
整
調
に
よ
る
と
、

去
撃
詞
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
（
六
十
五
例
）

平
誓
詞
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
（
三
十
三
例
）

上
睾
調
の
字
音
の
後
に
起
る
連
濁
（
四
十
四
例
）

と
な
っ
て
、
去
睾
調
の
場
合
が
最
も
多
い
。

平
誓
詞
の
字
音
け
連
濁
（
七
十
二
例
）

．
上
誓
詞
の
　
l
字
音
の
連
濁
（
　
四
十
例
）

入
費
調
の
字
音
の
連
濁
（
　
十
九
例
）

一
方
、
連
濁
を
起
し
た
字
音
の
蟹
調
は
、

去
撃
詞
の
字
音
の
連
濁
（
　
　
三
例
）

と
な
り
、
去
睾
調
の
字
音
の
連
濁
が
、
少
数
乍
ら
、
見
ら
れ
る
。
院
政
期
の
四
種
相
違
疏
仁
安
三
年
鮎
で
は
、
去
撃
調
の
字
音
連
濁
は
、
皆

無
で
あ
っ
た
。

右
の
二
資
料
は
、
そ
の
符
班
に
よ
っ
て
、
連
濁
が
区
別
さ
れ
た
結
果
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
お
け
る
連
濁
の
寅
態
の
一
画
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
共
に
呉
音
系
と
見
ら
れ
、
し
か
も
全
巻
を
字
音
讃
み
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
、
常
時
の

通
行
語
の
賓
情
を
反
映
し
た
も
の
か
否
か
は
、
訓
講
を
前
提
l
　
と
し
た
資
料
や
片
恨
名
交
り
文
等
に
お
け
る
連
濁
例
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
は
後
適
の
よ
う
に
多
く
の
共
通
語
や
共
通
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

院
政
．
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
示
て
（
小
林
）

四
、
訓
鮎
資
料
の
、
訓
讃
さ
れ
た
文
章
に
お
け
る
連
濁

⑧

訓
・
謁
を
前
提
ヰ
し
た
訓
瓢
資
料
で
、
連
濁
の
管
見
に
入
っ
た
．
の
は
、
次
の
諮
例
で
あ
る
。

．
′

○
興
福
寺
蔵
高
僧
博
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
鮎

一
四

一
掴
餉
識
軍
…
㌫
誹
縞
絹
ぷ

こ
の
資
料
は
清
音
を
′
「
こ
、
濁
音
を
T
△
」
で
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
連
濁
は
次
の
語
例
が
．
拾
わ
れ
る
。

一

1

　

一

〇

ヶ

ワ

y

目
　
許
天
憶
－
意
な
㌢
（
四
一
五
行
）
〔
「
患
」
清
上
〕

セ

y

 

l

　

△

l

m
　
誕
－
一
朝
身
に
沐
て
（
四
八
九
行
）
〔
「
撞
」
次
芭

0

　

　

　

△

ー
十
の
．
眉
料
で
は
「
後
の
資
料
に
連
濁
と
な
っ
て
い
る
語
が
、
連
濁
を
生
じ
て
い
な
い
左
の
例
が
あ
る
。

′
．
ム
○

脚
l
減
酌
す
（
三
七
三
行
）
　
　
一

〇
高
山
寺
蔵
胎
蔵
次
第
長
治
二
年
（
十
一
〇
五
）
慶
願
書
需
（
同
期
朱
鈷
）
（
重
文
一
画
ノ
一
〇
四
蚊
）

．

1

．

．

1

．

1

．

．

．

．

1

°

　

　

　

　

°

伺
・
．
南
天
東
方
致
撞
併
〔
「
方
」
．
ほ
清
平
。
「
東
」
は
迅
描
平
撃
〕

°

　

　

°

　

　

　

　

°

°

ゆ
　
と
く
感
対
花
開
放
併
〔
「
儲
」
は
成
績
平
琶

°
　
　
°
　
　
°
°
　
　
　
　
°

○
輪
王
寺
疎
金
剛
般
若
経
集
輸
記
天
永
四
年
（
一

両
　
周
庭
（
二
丁
袈
）
〔
次
清
上
〕

〇0

八
ウ
㌢
ウ

伺
・
彰
箆
（
二
十
二
丁
某
）
〔
次
清
平
〕
．

〇

尚
、
次
の
一
例
は
疑
の
残
る
も
の
で
あ
る
。

安
室
寺
｛
五
十
五
丁
裏
）
〔
「
宝
」
．
は
活
人
撃
。

0　00　0

〓
ニ
）
㌫

」

上
撃
濁
鮎
は
本
の
ま
ま
）



「
賀
（
上
撃
濁
鮎
も
）
」
は
朱
筆
で
「
イ
貿
」
と
し
て
、
本
文
「
貿
」
字
の
右
傍
に
書
き
加
え
た
も
の
で
、
「
貿
」
に
は
撃
瓢
は
な
い
。
「
賀
」

に
後
位
し
て
迅
湖
し
た
と
す
れ
ば
「
放
」
種
の
後
の
辿
靭
と
な
る
。
「
虫
」
の
上
畢
濁
鮎
も
問
題
で
あ
り
、
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
も
係
っ

て
尚
埠
癒
す
べ
き
所
で
あ
る
。

○
神
田
拝
∵
郎
博
士
絨
山
氏
文
班
天
永
四
年
甑

・
＋
．
ワ
帝
⊥
T
－
－

伺
帯
革
（
怨
三
、
十
六
丁
）
〔
消
平
〕

0

〇
．

こ
の
頂
料
の
「
…
」
釦
は
、
保
妊
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
加
算
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

○
常
山
専
鵜
念
訓
次
第
天
挙
冗
年
（
二
四
四
）
甑
（
爪
文
二
由
ノ
二
三
五
軌
）
（
壁
甑
は
朱
筆
）

の
本
尊
〔
消
平
〕

り
現
帝
l

。
〔
清
華
〕

院
政
前
半
期
に
お
い
l
て
は
、
－
濁
膏
符
の
暦
料
が
多
く
な
い
上
に
、
連
判
の
例
も
、
後
半
期
に
比
べ
て
、
多
」
は
拾
わ
れ
な
い
。
中
に
は
、

前
半
期
資
料
で
は
、
連
濁
し
な
い
語
が
、
後
単
期
n
料
で
は
迅
濁
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
右
掲
の
高
僧
伸
康
和
二
年
鮎
の
「
料
酌
」
は
、
次

抱
の
三
教
指
師
仁
平
四
年
郡
で
は
迎
潤
し
て
い
る
。

○
天
製
刑
事
餌
甑
三
教
指
揮
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
瓢

）1〇
一

〇
一

方OL
T
つ
0

遇
0
㌻
イ歌子00

（
l十六
lT
翼
、
三
十
五
丁
班
）
〔
次
消
去
〕

（
六
丁
狼
）
〔
沼
上
〕

（
十
九
丁
衷
）
〔
机
上
〕

院
政
J
鋏
介
時
代
に
お
け
る
字
骨
の
弛
刊
に
つ
い
て
（
小
林
）



〇
一

3（

院
政
㌧
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
｛
小
林
）

経
」
損
′
（
十
四
丁
表
）
〔
清
上
〕

サ

ム

0

。

‥

ノ

‡

キ

　

　

l

　

二

濾
－
兎
0
y

ム

　

　

0

0

㈱
　
掛
－
酌

O
 
y
ヤ
ク

（
　
十
丁
蓑
）
〔
次
清
去
〕

（
十
．
五
丁
裏
、
三
十
六
丁
表
）
〔
活
人
〕

絶
て
鼻
音
に
後
位
す
る
場
合
で
あ
る
。

〇
．
高
叶
寺
蔵
四
十
手
要
決
義
長
賢
（
一
一
六
三
1
：
）
頃
鮎

へ
イ
フ
グ
0
0

．
昭
一
平
　
覆
之
義
也
〔
次
清
人
〕
．

〇

〇
高
山
苛
蔵
金
剛
堺
儀
軌
蓑
和
元
年
（
二
八
一
）
鮎
言
一

〇〇

伺
　
親
ヨ
〓
椙
好
一
ヲ
l
　
〔
清
上
〕

〇
番
陵
都
蔵
大
方
成
体
華
厳
経
巻
第
四
十
詩
永
二
年
（
一
一
八
二
）
鎧

．

一

　

　

　

　

°

′

　

　

　

°

川
　
群
イ
生
（
二
五
三
行
）
〔
清
平
〕

°

二
川
l
難
－
思
（
二
六
七
行
）
′
〔
清
平
〕

り
　
人
．
中
（
三
二
二
行
）
〔
清
平
r
去
〕

°

°

日
　
活
－
頂
（
三
四
二
行
）
〔
清
上
〕

e
．
°

°

り
‥
歓
　
喜
シ
テ
（
一
二
四
八
行
）
〔
活
上
〕
・

－



り
　
毘
放
刹
（
二
六
七
行
）
〔
活
上
〕

－

川
．
む
　
鰐
シ
（
二
四
九
行
）
〔
清
平
〕

－
－

°°
°

U
 
q
法
絵
（
二
三
五
行
）
〔
清
人
〕

°

－

川
　
音
－
根
，
（
三
三
一
行
）
〔
前
半
〕

㈹
　
境
　
界
（
二
七
八
行
）
〔
清
去
〕

．

°

　

．

　

°°

用
　
算
　
解
（
二
五
五
行
）
〔
清
上
〕
－

°

　

　

　

　

°°°°

飼
　
往
－
昔
（
三
二
四
行
）
〔
清
人
〕
．

t
．

・

　

　

　

　

　

　

．

脚籾伺ゆ

°

音
響
海
，
（
二
一
九
行
、
二
七
一
行
）
〔
清
平
〕

°°

憤
．
悔
ス
（
二
二
八
行
）
〔
清
上
〕
．

°

　

　

　

　

°°

心
　
性
（
一
二
一
ハ
行
）
〔
清
去
〕

°°

三
　
世
（
二
四
〇
行
）
〔
清
去
〕

…

　

．

連
濁
の
例
が
多
い
が
、
前
接
字
は
鼻
音
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
去
聾
調
の
字
が
多
く
、
平
撃
調
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
達
濁
し
た
字
音
の
響
調

は
、
平
睾
調
が
多
く
∵
去
睾
調
は
去
励
」
の
一
語
で
あ
そ
l

O
書
陵
部
蔵
大
乗
本
生
心
地
覿
躍
院
政
末
期
鮎

画
　
精
舎
（
三
五
〇
行
）
〔
清
上
〕

．
可院

政
h
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
七
（
小
林
）



院
政
r
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
廿
の
地
洞
に
つ
い
て
（
小
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

以
上
の
院
政
期
の
頂
料
の
迅
湖
は
・
鼻
骨
に
後
位
す
る
場
合
で
あ
り
、
そ
の
他
は
金
剛
般
那
絹
班
輸
把
天
水
四
埠
甑
の
「
悪
童
専
」
の
疑

わ
し
い
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

．
鎌
倉
時
代
の
班
料
に
な
る
と
∵
次
の
的
一
例
の
よ
う
に
、
外
事
以
外
の
菅
に
後
位
し
た
迅
湖
が
、
目
立
っ
て
い
る
。

○
興
福
寺
蔵
国
別
裁
断
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
甑

〇
　
・

0

　

　

0

㈲
　
秀
　
旭
〔
次
調
妾
〕
（
「
秀
」
は
沈
摘
出
堂
）

○
猿
政
所
址
減
古
史
輩
経
建
久
六
年
（
二
九
五
）
振

り
　
山
川
之
凪
を
（
「
サ
（
平
）
ソ
（
平
）
セ
（
上
的
「
・
・
」
符
）
ソ
（
平
）
」
の
火
錐
似
名
蝶
即
が
あ
る
）
〔
次
清
平
〕

サ
．
ン
セ
ソ
・

「
サ
ン
セ
ソ
」
の
「
七
」
．
の
濁
音
符
「
・
・
」
は
新
刊
を
示
し
、

7
・
l
　
十
十
ウ

僻
－
仰
（
「
キ
（
上
溝
．
「
こ
符
）
ヤ
（
上
）
ゥ
（
上
）
」
の
東
壁
鮎
が
あ
る
）
〔
「
仰
」
は
「
沼
湖
」
〕

0　　0

の
．
↓
キ
ヤ
ウ
」
l
の
「
キ
」
の
湖
帝
符
「
こ
が
木
湖
で
あ
る
の
と
使
い
分
け
て
い
る
。
こ
の
「
山
川
」
の
迅
湖
は
、
各
般
名
緑
虹
鬱
鮎
な
遊

し
て
い
る
の
が
重
要
で
あ
る
。
「
山
川
」
の
迅
湖
の
的
は
次
の
H
料
に
も
存
す
る
。

○
大
東
急
記
念
文
園
減
往
生
婁
鍵
冗
次
元
年
（
一
二
〇
四
）
鮎

○
ヒ
ソ
セ
ン
1
．
〇
ケ
イ
コ
グ

川
　
山
川
演
－
谷
尚
シ
現
ス
（
「
川
」
は
次
沼
平
〕

○0

○
東
大
寺
田
書
館
減
昭
膵
珂
紆
諭
流
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
鮎

．
O
r
y

の
一
山
界
ノ
中
－
1
　
〔
清
去
〕

00

へ
ウ
七
㌢
甘
吋

㈹
　
東
　
方
　
　
〔
清
平
〕

0　　　　01　0

C
睨
佃
院
臓
腑
俗
諺
文
相
介
防
相
知
（
丁
敗
は
榎
製
本
に
よ
る
）



0

り
　
硯
－
喜
（
八
丁
裏
）
〔
平
上
〕

Oc

　

　

　

　

　

一

〇

　

’

　

　

　

　

　

　

　

l

日
　
法
花
文
上
旬
（
七
丁
翼
）
〔
清
乎
〕

00

e
t
y

の
　
山
－
お
－
定
（
二
十
八
丁
某
）
〔
清
上
〕

00

日
　
報
恩
「
琶
（
八
丁
翌
〔
前
半
，
去
〕

0　　　　　0
0

二

一

ダ

y

り
　
丹
－
朱
（
十
一
丁
妾
）
〔
清
平
〕

0　　　　0
0

カ
ブ
　
∞
サ
ソ

叩
　
閑
l
散
．
（
六
丁
表
）
・
．
〔
清
去
〕

0

l
／
q
】

（

荘
　
子
（
三
十
七
丁
賽
。
．
「
十
二
丁
麦
、
十
八
丁
表
、
四
十
了
英
、
四
十
三
丁
表
」
の
例
は
撃
鮎
の
み
で
恨
名
が
な
い
も
の
）

0　　　　　0

リ
十

一
一

1　1　　．　　　　　　　．

二

　

　

　

　

　

　

　

二

．

一

一

．

　

〇

　

．

ケ
イ
　
キ
．

伺
　
菜
　
啓
－
期
（
三
十
八
丁
英
）
l
〔
「
啓
」
一
は
次
清
上
〕

0　　　0　　　　　0

0
00

ゆ
　
阿
含
経
（
八
丁
表
）
〔
清
平
・
去
〕

0　　　0〇
　

　

　

一

　

　

　

　

l

エ

ゆ
二
准
1
甫
－
子
（
十
五
丁
凄
）
一
〔
清
上
〕
∴

0　　　．　0　．0

．

　

′

一

　

　

㌧

J

一

二

）

　

　

二

　

l

 

L

　

　

　

　

二

L

連
濁
の
大
多
数
が
、
易
音
に
後
位
し
た
も
の
で
、

調
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
連
濁
の
字
音
の
聾
調
に
は
、

中
で
も
舌
内
鼻
音
の
後
の
例
が
多
い
。
尚
、
前
接
字
の
聾
調
は
、
去
聾
調
が
多
く
、
平
馨

去
響
調
の
「
閑
執
」
が
一
語
見
え
て
い
る
。

○
法
隆
寺
蔵
古
今
目
録
抄
（
嘉
繭
（
一
二
三
五
－
）
よ
り
建
長
（
一
二
四
九
）
頃
に
か
け
て
法
隆
寺
僧
の
顕
泉
が
書
紐
）

院
政
い
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
h
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

エ
イ誹へウ方0
ケ
イ
　
キ

肇
凋
0

〔
次
清
上
〕

至
〔
活
去
〕

00

の
個
に
、
鼻
音
以
外
の
致
樺
の
字
に
後
世
し
た
連
濁
例
の
「
調
子
丸
」
の
一
例
が
あ
る
。

0
0
テ
ウ
・
ツ

㈲
　
調
l
子
丸
（
巻
上
）
〔
清
上
〕

0
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

〇
坂
東
本
敢
行
信
琵
親
攣
自
筆
草
稿
本

草
稿
本
に
は
第
一
次
か
ら
第
三
次
に
亘
る
恨
名
や
啓
鮎
の
加
筆
が
あ
る
が
、
第
一
次
鮎
は
康
元
元
年
（
二
五
七
）
以
前
で
そ
の
絞
、
第

二
次
・
第
三
次
鮎
も
入
滅
の
弘
長
二
年
（
一
二
六
三
）
以
前
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
革
稿
本
は
、
撃
郡
を
表
示
す
る

の
に
、
粗
異
な
符
蚊
l
を
用
い
て
お
午
濁
音
に
「
こ
と
「
こ
を
用
い
る
が
・
特
に
入
声
で
は
「
〓
は
舌
内
・
「
こ
は
喉
内
・
唇
内
の

◎

人
望
濁
音
に
用
い
二
∽
」
は
特
虹
、
喉
内
・
唇
内
入
聾
清
音
に
用
い
て
い
て
「
。
」
が
他
の
清
音
を
示
す
の
と
区
別
し
て
い
る
。
連
濁
に

は
次
の
よ
う
な
多
数
の
語
が
拾
わ
れ
る
。

川
　
前
接
字
の
親
局
が
舌
内
鼻
音
H

0

眞
心
l
（
二
例
）

一l

　

－

現
身
中
〔
「
中
」

l

 

I

0

分
身
〔
治
平
〕

勤
心
惨
〔
清
平
〕

－
1

二

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

1

－

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

〔
清
平
〕
　
眞
心
　
融
通
〔
次
清
平
〕
　
田
タ
エ
ソ
索
シ
ャ
タ
諦
欒
眞
言
経
〔
「
婆
」
は
清
去
〕
　
身
心
〔
活
平
〕

】

　

　

　

l

　

　

　

　

　

　

　

　

。

　

　

　

　

　

　

一

－

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ほ
清
平
〕

群
生
〔
清
平
〕
（
四
例
）

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

－

　

　

　

　

　

○

群
生
（
「
群
」
「
生
し
共
に
「
こ
け
第
二
次
裏
）
　
群
生
海
　
諮
群
生
　
董
捗
〔
清
平
〕

一

　

〇

　

　

　

O

 

l

 

l

　

　

　

　

一



安
置
〔
清
去
〕
　
難
恩
〔
清
平
〕

○

端
正
〔
前
半
〕

一

－
－放
色
〔
清
人
〕

前
本
〔
清
上
〕

e

　

－

綴
党
〔
清
人
〕

千
差
〔
次
活
平
〕

e

O

O

千
歳
〔
活
去
〕
　
賢
首
〔
清
上
〕
　
証
飼
〔
清
上
〕
（
三
例
）
　
還
際
〔
活
去
〕

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

　

一

○

（
二
例
）
　
専
修
〔
活
平
〕

○

眞
言
琶
〔
清
平
〕

●

　

一－

水
団
〔
活
人
〕

辞
師
〔
清
平
〕

萬
脇
〔
次
清
去
〕
　
喜
掛
〔
清
平
〕
（
三
例
）

〇
一

ー

　

　

　

　

　

一

－

苦
行
〔
清
人
〕
　
苗
徳
等
〔
清
人
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0

O

l

O

漢
書
苑
マ
イ
文
恵
〔
「
書
」
は
清
l
　
平
〕

可

　

　

　

　

↓

。

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

漕
ク
ワ
ソ
頂
〔
清
上
〕
　
嘆
（
ク
ワ
ソ
）
）
園
経
〔
清
上
〕

二

二
一



院
政
・
．
珪
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
遍
鞠
に
つ
♪
て
l
（
小
林
）
l

両
　
前
接
字
の
韻
尾
が
喉
周
鼻
音
凹

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

か

・
向
心
〔
清
平
〕
（
二
例
）
　
功
勲
〔
清
平
〕
　
功
徳
〔
清
人
〕

－
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
　
0

恭
敬
〔
清
去
〕
（
三
例
）
　
恭
敬

。

〇

　

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

跡
凰
（
三
例
）
　
衆
生
〔
清
平
〕
　
l
衆
生
　
家
賃
〔
活
上
〕

O

 

l

0

　

ト

相
好
〔
清
上
〕

〇
一

e

　

　

　

　

－

　

　

　

　

O

l

生
死
（
三
例
）
〔
清
上
〕
．
ぎ
死
海
　
報
生
三
昧
〔
清
平
去
〕
往
生
経
〔
活
平
〕

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

0

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

　

l

0

経
家
（
二
例
）
〔
清
平
〕

一
l

概
ソ
ウ
柏
．
・
〔
浄
平
〕

0
　
　
1

種
種
〔
清
去
〕
　
種
放
ハ
イ

一

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

－
．

▼
像
法
（
二
例
）
．
〔
清
人
〕

○

経
典
〔
清
上
〕

往
生
（
二
例
）
〔
清
平
〕
　
僅
生
竃

境
界
〔
清
去
〕

。

l

「

妄
想
〔
活
上
〕

．

↓

．

1

　

ト

正
党
〔
清
人
〕

い

正
法
（
二
例
）
〔
清
人
〕

0

ー

正
法
時
　
聖
者
〔
活
上
〕

0

　

1

　

　

　

　

0

　

重

コ

謹
按
門
〔
満
去
〕

〇

　

一

0

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

C

勝
計
ス
〔
活
去
〕
　
稀
計
ス
〔
活
去
〕
　
興
福
寺
〔
清
人
〕

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

 

l



〕

ゆ
　
前
接
字
の
訊
尾
が
唇
内
鼻
音
m〔

ー

　

　

　

　

　

　

○

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

揖
十
▲
狩
ヱ
　
〔
活
去
〕
　
音
イ
▲
由
〔
次
活
人
〕
．
今
生
〔
活
平
〕
　
禁
や
ソ
劉
〔
清
去
〕

O

 

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

－

－

　

　

　

　

　

○

含
設
〔
清
人
〕
　
貧
旗
〔
次
清
平
〕

害
毯
〔
溝
上
〕
　
a
面
〔
清
去
〕
　
簡
l
侃
（
二
例
）
〔
清
去
〕

ー

釈
足
〔
活
人
〕
　
（
「
足
」
の
．
「
こ
は
第
二
次
恕
）

〇四
念
畠
〔
次
清
上
〕

。

。

可

憤
悔
〔
清
上
去
〕

。
可

㈲
　
そ
　
の
　
他
l

不
改
（
（
カ
イ
）
）
〔
清
上
〕
（
四
2
1
ウ
6
）

0

　

1

一

無
情
（
（
ケ
）
）
〔
清
去
〕
（
五
4
8
ウ
7
）

0　　1

、

尚
、
同
一
熱
合
字
で
、
一
一
が
連
濁
に
な
り
、
一
．
は
連
濁
で
な
い
例
も
あ
る
。

0　0。－

○
音
曲
自
然
ナ
ル
カ
（
三
2
7
ウ
2
）
∴
「
曲
」
に
．
「
。
。
」
（
清
綬
）
と
「
こ
（
濁
緩
）
と
あ
り
）

0

以
上
の
例
に
よ
る
と
、
連
濁
は
字
音
の
三
内
鼻
音
の
各
韻
尾
の
後
に
起
っ
て
い
る
例
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
前
接
字
の
響

院
政
L
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
遵
鞠
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
通
湖
に
つ
い
て
（
小
作
）

調
を
、
こ
の
資
料
の
四
壁
甑
で
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

去
撃
調
の
字
音
の
後
に
起
る
迅
湖
　
四
十
七
例

平
畢
調
の
字
層
の
後
に
起
る
迅
湖
l
二
十
九
例

上
撃
調
の
字
音
町
後
に
迫
る
迅
湖
　
　
四
例

撃
調
を
表
示
す
る
符
班
の
な
い
も
の
　
十
五
例

去
啓
調
の
字
音
の
後
の
連
湖
が
址
も
多
い
。
一
方
、
辿
湖
を
起
し
た
宰
骨
の
畳
制
は
、

．
1
平
軍
調
の
字
音
の
連
判
　
三
十
二
例

上
撃
調
の
字
音
の
連
濁
　
三
十
二
例

入
撃
調
の
字
音
の
連
濁
　
　
二
十
例

l
去
撃
調
の
字
音
の
連
湖
　
十
　
例

と
な
っ
て
、
去
撃
調
の
連
濁
が
故
も
少
い
。
こ
れ
は
奥
村
三
姓
氏
が
、
天
台
宗
・
汎
円
山
が
岬
の
舗
紹
骨
を
柑
え
た
妨
症
の
班
料
に
こ
っ
い
て
調

⑬

査
さ
れ
た
怖
向
L
大
体
通
ず
る
所
で
あ
る
が
、
上
損
の
班
料
と
合
せ
る
と
、
時
代
の
降
る
と
典
に
出
撃
肌
の
宰
骨
の
迅
湖
も
増
え
て
い
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

次
に
、
㈲
「
そ
の
他
」
の
二
例
を
準
え
る
に
、
こ
の
二
例
の
迅
湖
を
起
し
た
字
骨
の
蘭
摘
草
は
、
い
ず
れ
も
佃
和
l
用
で
あ
る
。
こ
の
二

例
の
翌
日
符
「
l
」
は
「
カ
イ
」
l
「
ケ
」
と
同
縛
で
第
三
次
の
祁
加
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
み
骨
の
後
の
班
別
に
後
れ
て
右
の
よ
う
な
少
班
の

連
濁
が
起
っ
て
い
た
と
準
え
ら
れ
る
。
洗
蛸
の
迅
湖
は
囚
明
光
新
i
E
治
二
年
甑
の
「
矧
出
」
に
班
に
見
ら
れ
た
。
「
細
川
」
の
追
捕
の
迅
湖

は
、
次
々
掲
の
宗
性
上
人
に
係
る
準
臓
机
師
細
の
二
例
と
典
に
古
い
例
と
見
ら
れ
、
銀
介
中
川
の
頃
、
班
に
こ
の
相
の
連
判
（
「
右
記
」
　
に

も
記
さ
れ
ず
」
院
政
期
に
も
例
を
見
な
い
）
の
生
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

○
東
大
寺
困
書
館
蔵
春
草
秋
片
抄
第
五
（
宗
性
草
稿
。
裏
紙
、
中
味
共
に
「
延
壁
元
年
（
一
二
三
九
）
」
の
年
記
が
あ
る
）



y

 

O

O

セ

イ

囲
　
芝
　
靭
〔
次
清
去
〕

0

「
三
」
は
止
琶
平
琴
の
字
で
あ
る
。

○
東
大
寺
田
書
館
環
草
炭
瓜
田
俸
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
鈷
（
宗
性
上
人
奥
書
本
）

）l（㈲

0

　

サ

ツ

∽

現
．
察
－
使
（
巷
下
）
〔
清
人
〕

O

y
⊥
二
了

殊
－
珍
（
巻
上
）
〔
清
上
〕

0　　0
0

国
．
樗
－
呉
（
巻
下
）
〔
清
上
〕

0　　　　0
0　　0

「
殊
抄
」
「
信
典
」
の
「
殊
」
「
信
」
は
共
に
退
櫨
平
撃
の
字
で
あ
る
。

○
醍
醐
寺
荒
木
胡
支
持
巷
六
廷
壁
冗
年
（
二
二
〇
八
）
鮎
（
沙
門
辞
兼
書
寓
同
時
の
畢
恨
名
と
朱
撃
鮎
が
あ
る
）

甲
前
接
字
の
韻
尾
が
舌
内
鼻
音
H
．

○

〔
去
〕
文
「
書
〔
活
平
〕

00

0先
－
帝
〔
活
去
〕

00

ケ
ン
O
O

〔
平
〕
懸
隔
．
〔
活
人
〕

0
勤
公
〔
清
平
〕
1
．

0　0

0　　　　　　　　　　　　　　0

亀
賞
（
二
例
）
〔
活
上
〕
　
文
革
博
士
〔
清
平
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

0

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

〇

先
－
朝
〔
清
平
〕
　
賢
－
聖
一
〔
清
去
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

前
－
縦
（
二
例
）
〔
活
平
〕
　
藤
原
元
方
〔
清
平
〕

0

00

〔
上
〕
直
撰
－
式
つ
所
〔
活
人
〕

0　　　　　　　　　　　　0

0　00　0

00

〔
聾
鮎
ナ
シ
〕
進
1
追
〔
次
l
清
去
〕
　
本
－
朝
〔
清
平
〕
　
天
徳
〔
清
人
〕

0．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〇

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

二
六

拘
　
前
按
字
の
韻
尾
が
喉
内
鼻
音
河

0

〔
去
〕
功
－
課
（
二
例
）
〔
次
清
平
〕

00
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　0

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
0

〔
平
〕
溝
壁
（
二
例
）
〔
属
人
〕
　
雷
－
敬
〔
属
人
〕
　
柴
爵
（
二
例
）
〔
清
人
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．　　　　　　　　　　　　　　　0　．

y
ヨ
ウ
昇
進
〔
清
去
〕
　
恩
詔
〔
活
去
〕
　
苫
今
〔
清
平
〕
　
貞
覿
〔
瀞
平
・
去
〕

。

　

0

。

・

　

　

　

　

。

0

。

　

　

　

　

　

′

。

0

。

　

　

　

　

　

∞

　

0

。

重
－
山
〔
清
平
〕
　
太
政
執
史
生
等
〔
活
平
〕
　
上
矧
請
司
〔
清
平
〕

0
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
〇
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
〇

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
〇

〔
上
〕
往
－
古
（
二
例
）
〔
清
上
〕
　
冬
至
〔
活
去
〕

0　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　0

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

講
書
〔
清
平
〕

0　　　0

00－・

〔
撃
鮎
ナ
シ
〕
唐
1
画
〔
清
人
〕

y
ヤ
ウ
タ
イ

昌
　
泰
〔
次
活
去
〕

00

〕

ゆ
　
前
接
字
の
韻
尾
が
唇
内
鼻
音
m〔

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

〔
去
〕
兼
1
官
〔
清
平
〕
　
心
中
〔
活
平
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

0
　
　
　
　
　
　
　
　
0

臨
功
〔
清
平
〕

0　0
0

り
．
ウ

〔
平
〕
任
1
中
〔
清
平
〕
　
任
終
（
二
例
）
〔
清
平
〕

0　　0　　　　　　　　　　　　　　　　00

0
　
　
　
　
　
　
　
　
0

的
　
前
接
字
が
鼻
音
以
外

サ
イ

提
顆
〔
活
　
平
〕
（
「
提
」
は
蟹
括
平
饗
）

0　0
0

穀
倉
〔
次
活
平
〕
（
「
穀
」
は
通
括
入
撃
）

00

芭
孫
〔
溝
平
〕

0
0
0



前
彗
丁
が
空
目
で
あ
る
も
の
の
連
濁
は
、
や
は
。
多
く
、
中
で
も
、
舌
l
内
・
喉
l
内
壁
日
が
・
唇
内
空
目
よ
。
告
が
、
l
鼻
音
の
他
に
、
「
「
矧

▼

⑩

矧
」
の
蟹
賃
の
字
音
、
及
び
「
矧
竺
l
の
入
睾
音
に
後
拉
す
る
連
濁
も
あ
る
。
中
で
も
、
・
た
翌
日
に
後
位
す
る
連
濁
は
、
前
掲
資
料
に
は
無

く
・
．
恐
ら
く
更
に
遅
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
瑳
介
後
期
の
こ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
叉
、
前
接
字
の
撃
調
が
去

琵
詞
（
九
田
）
よ
ケ
も
平
蜜
調
（
二
十
例
）
が
多
く
な
っ
て
い
．
る
の
も
、
時
代
の
推
移
を
窺
う
も
の
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
。
▼

五
、
和
化
漢
文
・
．
片
収
名
交
リ
文
の
連
濁

」

　

　

　

一

一

・

．

　

1

l

 

l

・

佳
苗
や
漢
籍
の
調
茄
の
字
音
は
、
漢
文
の
学
習
に
制
約
さ
れ
た
詔
書
音
の
性
格
を
持
つ
が
、

院
政
期
・
鎌
倉
時
代
に
右
掲
の
よ
う
な
多
数

の
連
濁
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
併
書
や
漢
語
の
調
詔
を
離
れ
て
も
、
そ
の
影
害
や
関
塀
の
分
野
で
は
、
連
濁
現
象
が
同
様
に
或
い
は
よ
り
一

骨
多
く
、
そ
の
常
用
語
の
中
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
孝
見
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
資
料
と
し
て
、
日
本
文
が
日
本
語
で
謹
む
文
章
を

前
提
と
し
て
、
漢
文
式
に
妾
記
さ
れ
た
和
化
漢
文
、
及
び
．
片
椴
名
交
り
文
と
が
撃
ず
ら
れ
る
‥
果
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
」
連
濁
の

多
く
の
例
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
と
同
語
で
、
前
節
ま
で
の
併
書
や
漢
籍
の
連
濁
と
一
致
す
る
l
も
往
む
少
く
駁
い
の
で

l

　

　

　

　

　

　

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

和
化
漢
文
に
訓
鮎
を
付
け
て
冨
み
方
を
表
示
し
た
院
政
・
鎌
倉
期
の
資
料
の
現
有
す
る
軒
の
腋
多
†
放
な
い
が
、
互
の
中
か
ら
次
の
連
濁

′

　

二

一

、

一

一

あ
る
。

一

　

　

l

が
拾
わ
れ
る
。
．

〇
峯
棺
寺
蔵
烙
門
記
承
徳
三
年
一
（
一
〇
九
九
）
鮎

ト

ガ

仲
夏
〔
「
夏
」
は
清
音
、
「
仲
」
は
同
視
尾
〕
（
「
ガ
」
の
濁
粘
堤
嬰
輿
「

⑳

こ
の
資
料
は
、
濁
鮎
を
畢
鮎
「
・
」
で
仮
名
の
右
肩
に
加
え
て
お
り
、
そ
の
語
例
が
幾
つ
か
あ
る
。
「
仲
夏
」
は
、
連
濁
と
見
ら
れ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

○
高
山
寺
蔵
古
往
来
院
政
末
鎌
倉
初
期
粘
▼

00

春
秋
〔
「
秋
」
は
次
清
音
。
入
野
鮎
は
本
の
ま
ま
〕
．
一

セ
イ
サ
ウ

星
霜
〔
「
霜
」
は
清
音
〕

0
0

　

　

′

「
星
霜
」
「
春
秋
」
の
l
「
星
」
は
喉
内
、
「
春
」
は
舌
内
の
鼻
音
、
こ
の
種
の
音
に
後
位
す
る
連
濁
で
あ
る
が
、
古
往
来
の
よ
う
な
日
常
所
用

の
消
息
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

片
椴
名
交
り
文
で
、
院
政
・
鎌
倉
期
の
も
の
は
、
濁
音
符
を
付
け
た
も
の
が
少
い
畠
に
、
連
濁
の
使
用
の
全
容
は
分
り
難
い
が
、
そ
こ
に

多
い
ら
れ
た
所
の
限
ら
れ
た
宛
字
の
中
に
さ
え
次
の
よ
ト
な
連
濁
を
背
景
に
持
つ
．
L
亨
l
見
ら
れ
る
語
例
が
み
る
。

○
打
開
集
（
山
口
瀧
囲
氏
蔵
）
長
泉
三
年
（
一
一
三
四
）
頃
寄
寓

こ
の
資
料
は
、
所
収
の
説
話
の
内
容
よ
り
作
者
が
天
台
宗
関
係
僧
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
表
紙
の
書
入
れ
か
ら
、

‥
⑯
l

台
宗
比
叡
山
関
係
の
僧
の
手
に
な
る
七
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
宛
字
の
中
に
次
の
例
が
あ
る
。

l
・
．

速
一
一
塔
ヲ
造
給
テ
此
舎
利
，
刻
描
シ
率
給
へ
リ
（
二
丁
冥
一
行
）

造
寺
勧
謝
寺

l
云
（
十
三
丁
表
）

文
の
意
味
よ
り
考
え
て
、
前
者
は
「
安
甜
」
の
、
換
者
は
「
勤
修
寺
」
の
宛
字
と
見
ら
れ
る
。
前
者
の

7
y
チ

所
属
字
で
あ
り
、
「
持
」
l
は
′
「
濁
し
．
・
の
平
撃
で
三
厨
こ
l二
工二・
「
清
し
．
の
去
撃
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
安
竺

l

一

書
寓
者
も
天

「
持
」
も
「
筐
」
も
八
韓
止
拡
舌
音

チ

の
「
匿
」
が
前
接
字
の
舌
内
鼻
音
に

引
か
れ
て
連
濁
と
な
り
、
そ
の
新
濁
音
に
基
づ
い
て
、
呉
音
と
し
て
濁
音
の
「
持
」
を
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
田
水
色
雲
字
薮
抄
に
は

「
安
置
」
と
あ
り
、
富
時
、
確
か
に
連
濁
し
て
い
た
こ
と
が
分
を
。
罰
お
資
料
に
も
、
前
掲
の
聖
衆
末
迎
寺
疎
妙
法
些
華
麗
字
音
お
・
草
岳

°
°
°

太
敢
行
信
冠
に
も
l
　
「
安
置
」
の
達
濁
し
た
例
が
あ
る
。

後
者
の
「
詩
」
も
「
修
」
も
共
に
三
十
七
転
流
梼
歯
音
所
属
字
で
あ
り
、
「
詩
」
は
「
濁
」
の
上
聾
で
、
「
修
」
は
「
清
」
の
平
啓
で
あ
る
。

γ
ユ

こ
れ
も
亦
「
勘
修
寺
」
の
「
修
」
が
前
按
字
の
舌
内
鼻
音
に
計
か
れ
て
連
濁
と
な
り
、
そ
の
折
濁
音
に
基
づ
い
て
呉
音
と
し
て
濁
音
の
「
寺
」



を
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
法
隆
寺
喜
法
華
首
座
用
事
抄
院
政
来
期
事
鶉

こ
の
本
は
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）
に
成
立
、
院
政
末
期
の
書
官
本
は
法
隆
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
の
宛
字
の
中
に
次
の
三

語
が
あ
る
。
十
一
ハ
相
酎
（
至
三
二
行
）
（
「
相
矧
」
の
宛
字
）

マ
ウ
．
．
．
．
－
題

亡
相
天
道
（
妾
二
五
二
行
）
（
「
妄
想
矧
矧
」
の
宛
字
）
．
　
　
一

正
畢
（
薬
二
七
二
行
）
（
「
正
党
」
ノ
の
宛
字
）

第
一
例
の
「
酎
」
も
「
覿
」
も
共
に
山
副
牙
音
の
所
属
字
で
あ
り
、
「
頃
」
は
「
清
濁
」
の
去
啓
、
「
硯
」
は
「
活
」
の
平
聾
で
あ
り
、
こ
れ

は
「
相
瓢
」
が
前
接
音
の
喉
内
・
鼻
音
に
引
か
れ
て
連
濁
し
た
音
に
基
づ
く
宛
字
で
あ
ろ
う
。
第
二
例
の
「
遺
」
も
「
倒
」
も
共
に
二
十
五
転

致
摂
舌
音
所
属
字
で
あ
り
、
「
遺
」
は
「
濁
」
の
上
聾
、
「
倒
」
に
「
清
」
の
上
菅
で
あ
る
。
前
田
本
色
素
字
類
抄
に
は
「
置
例
」
と
畢
鮎
を

°

　

°

付
す
が
、
富
時
上
按
字
の
舌
内
鼻
音
に
引
か
れ
て
達
濁
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
資
料
の
性
格
上
、
呉
音
と
し
て
濁
音
の
「
遺
」
は
そ
の
新

濁
音
に
基
づ
く
宛
字
で
あ
ろ
う
l
。
第
三
例
の
尋
」
も
「
撃
も
三
転
江
揮
所
属
字
で
あ
り
、
尋
」
は
喉
音
「
濁
」
の
入
撃
で
、
「
覚
」
は

牙
昔
「
活
」
の
入
撃
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
前
接
字
の
喉
内
鼻
音
に
引
か
れ
て
「
正
餐
」
が
連
濁
し
た
音
に
基
づ
く
宛
字
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
片
椴
名
交
り
文
の
宛
字
に
も
現
れ
て
い
を
と
す
れ
ば
、
連
濁
の
語
は
質
際
に
は
も
．
っ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

輸
王
寺
蔵
諸
事
裏
打
一
帖
は
、
片
椴
名
交
り
宣
命
健
の
併
教
説
話
集
の
類
で
あ
り
、
識
語
を
欠
く
が
、
文
中
に
「
正
治
二
年
（
一
二
〇

〇
）
」
「
建
仁
二
暦
（
一
二
〇
二
）
」
「
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
」
の
鎌
倉
初
期
の
年
親
が
あ
り
、
音
標
等
よ
り
、
こ
れ
を
甚
し
く
降
ら
な
い

書
寓
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
片
椴
名
交
り
文
の
漢
字
に
は
、
饗
鮎
を
差
し
振
恨
名
を
付
け
て
あ
る
の
で
、
連
濁
の
語
も
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来

ノ

る
。

院
政
・
錬
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
鞠
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
鞠
に
つ
い
て
（
小
林
）

一
川
　
前
接
字
の
韻
尾
が
舌
内
鼻
音
H

0

〔
去
〕
身
心
（
三
十
一
丁
表
）
〔
清
平
〕
．

0　．0
．

0
〇

停
燈
（
十
三
丁
冥
、
．
十
四
丁
表
）

00
．

0
′

0

∵
玄
交
（
七
十
丁
表
）
〔
清
去
〕

4

〔
平
〕
侍
展
（
十
四
丁
其
）
〔
清
上
〕

。
4

〇．
1
先
師
（
九
十
四
丁
表
）
〔
清
平
〕

l

　

0

0

〔
清
平
〕
一

0

眞
訪
（
七
十
六
丁
裏
）
一
〔
次
清
去
〕

00

1
　
0
タ
イ
サ
ン
　
フ
ー
‥

〔
上
〕
泰
山
府
君
（
四
十
一
丁
衷
）

〇

　

　

・

〇

　

〇

－

′

　

　

・

〇

〔
．
啓
瓢
ナ
シ
〕
観
喜
（
九
十
六
丁
表
）

．
　
〇〇

サ
γ

難
産
（
四
十
丁
裏
）
〔
活
上
〕

00

甲
前
接
字
の
韻
尾
が
喉
内
鼻
音
凹

00

前
世
（
二
十
五
丁
衷
）
〔
活
去
〕

00

〔
眉
上
〕

〔
清
上
〕
　
本
主
（
三
十
七
丁
表
）
〔
清
上
〕

．，0
〇
．

喜
修
（
九
十
四
丁
表
）
〔
活
平
〕

00

．
〇

〔
去
〕
衆
先
．
一
（
九
丁
表
）
．
〔
清
平
・
l
去
〕
．

∴
　
↓

〔
芝
野
・
（
二
十
二
丁
襲
）
〔
清
華
・

．

〇

　

〇〇

0
マ
ウ亡
者
（
七
十
一
丁
表
、
二
五
丁
其
）
〔
清
平
・
上
〕

00

陵
山
（
二
十
三
丁
賽
）
〔
清
平
〕

0
0
0

ア
ヤ
ウ

菅
丞
相
（
四
十
一
丁
表
）
〔
清
平
〕

0　0

〔
上
〕
法
花
堂
衆
（
廿
十
丁
裏
）
〔
治
平
〕

0　　　0
0　　　0



セ
イ

〔
守
知
ナ
シ
〕
往
古
（
十
丁
頁
）
〔
清
上
〕
　
同
宗
（
九
十
七
丁
表
、
九
十
九
丁
去
）
〔
活
平
〕
　
平
生
（
二
十
九
丁
表
）
〔
清
平
〕

↓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞

不
可
柄
計
ス
（
七
十
四
丁
妾
）
〔
清
去
〕

00

御
　
前
接
字
の
韻
尾
が
唇
内
空
目
可〔

〔
平
旨
昔
一
（
三
十
三
丁
薬
）
〔
清
去
〕

0　0
0

〔
睾
お
ナ
シ
〕
今
生
（
七
十
一
丁
去
）
〔
清
平
〕

00

イ
▲音
信
ス
　
（
七
十
九
丁
巽
）
〔
清
去
〕

00

因
　
前
接
字
が
鼻
音
以
外

三
尊
（
九
十
六
丁
某
）
〔
次
清
上
〕
l
二

〇〇

四
十
六
心
所
（
六
十
七
丁
表
）
〔
清
上
〕

00

七
イ西
判0

ケ嘱
讃0
（
二
十
七
丁
表
）
〔
清
平
〕
　
灰
沙
（
五
十
六
丁
某
）
〔
清
平
〕

0　　　0
．
〇

（
八
丁
表
）
〔
次
清
去
〕

00

晴
着
（
一
〇
四
丁
裏
）
〔
平
上
〕
．

0
．　0

こ
れ
ら
は
、
訓
鮎
資
料
の
場
合
と
同
じ
く
、
l
鼻
音
に
後
位
す
る
連
濁
が
多
い
が
、
・
他
に
「
西
山
」
「
灰
沙
」
の
蟹
拝
や
、
「
隋
者
」
の
止
籍

の
字
に
も
兄
を
．
更
に
は
、
「
嫁
要
」
の
恨
椿
の
字
に
も
生
じ
て
い
る
。
叉
、
前
接
字
の
睾
調
は
去
撃
調
に
多
く
平
啓
調
が
こ
れ
に
次
ぎ
、

連
濁
の
字
音
に
は
平
撃
調
が
多
く
、
去
撃
調
は
一
例
の
み
が
見
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
片
椴
名
交
り
文
で
も
、
連
濁
の
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

大

、

結

　

　

　

　

語

　

　

　

　

　

　

　

－

　

1

以
上
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
訓
鮎
資
料
を
主
と
し
、
常
時
の
記
録
類
の
記
事
を
手
懸
り
と
し
、
片
恨
名
交
り
文
に
も
及
ん
で
、
字
音
の
連
濁

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



院
政
・
鋏
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）

の
賓
態
を
探
．
っ
て
来
た
。
判
明
し
た
主
な
鮎
は
次
の
諮
項
で
あ
る
。
．

一
、
字
音
の
連
濁
は
、
鼻
音
に
後
位
す
る
も
の
が
原
則
的
で
大
部
分
で
あ
る
。
特
に
院
政
期
に
は
こ
の
類
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
鎌

倉
時
代
前
後
か
ら
は
、
蟹
描
・
効
括
・
涜
接
な
ど
母
音
‖
国
と
な
る
も
の
を
始
聖
中
期
頃
に
は
過
接
・
止
拓
の
字
音
の
後
に
も
生
じ
・

築
期
の
資
料
に
は
入
管
音
の
後
に
も
起
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。

二
、
前
接
字
の
撃
周
は
、
去
響
調
が
最
も
多
く
、
平
野
調
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
又
、
連
濁
字
の
睾
調
に
は
去
撃
調
の
字
に
は
無
い
も
の
が
多

い
。
l
し
か
し
次
第
に
そ
の
例
も
見
ら
れ
、
聾
調
の
差
に
よ
る
比
率
も
撃
っ
て
来
て
い
る
。

三
、
洛
濁
す
る
か
し
な
い
か
は
、
人
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
又
、
時
代
が
降
を
に
従
っ
て
連
濁
し
な
い
語
へ
の
臭
化
も
生
じ
た
。
鎌
倉
時
代

以
後
の
所
謂
有
職
家
は
、
鼻
音
の
後
に
法
則
的
に
連
濁
す
る
こ
と
を
規
範
と
し
て
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。

四
、
連
濁
の
語
は
、
次
の
よ
う
に
の
二
つ
以
上
の
資
料
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
り
、
．
片
椴
名
交
り
文
に
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
常
時

の
日
常
語
に
も
廣
く
存
し
た
ら
し
い
。
こ
の
事
は
、
伺
前
田
本
色
英
字
類
抄
の
連
濁
の
語
と
同
一
語
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
．
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

の
二
つ
以
上
の
．
眉
料
濫
共
屈
す
．
る
連
濁
の
語
（
監
雛
増
一
環
ぺ
）
・
一

歓
劃
（
華
厳
経
・
元
俗
諺
文
・
請
事
裏
白
）
　
勤
修
（
妙
法
些
畢
畢
・
華
厳
霹
・
数
行
信
琶
　
薫
啓
期
（
世
俗
諺
文
・
古
今
口
銀

抄
）
　
転
法
轡
（
妙
法
蓮
華
盟
・
華
厳
讐
　
往
昔
（
同
上
）
・
三
毯
（
四
種
相
違
疏
・
妙
法
些
華
琶
）
　
東
方
（
胎
喜
界
次
第
・

摺
摩
詞
桁
論
）
　
三
回
（
華
厳
経
・
敏
行
信
琵
）
　
心
矧
（
同
上
）
　
冠
恩
（
同
上
）
　
善
根
（
同
上
）
　
境
界
（
同
上
）
　
衆
生

（
妙
法
蓮
華
経
・
数
行
信
謹
）
　
恭
矧
（
同
上
）
　
功
甜
（
同
上
）
　
症
種
（
同
上
）
　
往
生
（
同
上
）
　
群
生
（
同
上
）
　
璧
コ

（
同
上
）
　
音
響
（
華
厳
経
・
妙
法
蓮
華
経
）
　
進
退
（
三
教
指
栢
・
本
朝
文
辞
）
　
山
川
（
古
文
孝
鎧
・
往
生
雲
集
）
　
置
・
民
（
法

華
首
座
・
敏
行
信
謹
）
　
董
矧
（
諸
事
表
白
・
教
行
信
琵
）



伺
　
前
田
本
色
英
字
類
抄
の
連
濁
と
一
致
す
る
語

訂
頂…甘，

“

簡
快
．－

°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

人
間
　
達
際

M

　

　

　

　

…

－同
心
　
l
貞
現

…

，

　

…

－

彪
月°

長
嗜
°

効
公
　
安
置
．
前
縦
　
臭
化

°

　

　

°

　

　

　

　

°

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

°

　

　

　

　

°

　

　

°

°

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

°

°

往
古
′
講
説
　
昇
進

．

．

　

°

　

　

　

　

．

　

　

　

　

．

　

°

°
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

更
に
、
本
稿
の
連
濁
の
例
に
よ
っ
て
、

従
来
知
ら
れ
て
い
た
時
期
よ
り
も
更
に
湖
ら
せ
て
、
院
政
・
鎌
倉
期
に
既
に
存
し
た
こ
と
の
知
ら

l

　

　

　

ク

y

r

イ

れ
る
語
も
少
く
な
い
。
例
え
ば
、
「
進
退
」
は
植
木
進
書
博
士
が
「
書
利
支
丹
教
義
の
研
究
」
で
吉
利
支
丹
資
料
か
ら
指
摘
さ
れ
た
が
、
三

敦
指
栢
仁
平
四
年
鮎
に
既
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
金
田
一
春
彦
博
士
は
、
「
平
家
讃
み
方
一
党
」
（
日
本
古
典
文
革
大
系
「
平
家
物

語
」
下
巻
所
収
）
に
お
い
て
」
遜
醇
の
語
を
も
、
室
町
期
の
誇
辞
書
や
平
家
物
語
諸
本
か
ら
示
さ
れ
た
が
、
次
下
の
詩
語
は
、
本
稿
に
取
上

げ
た
院
政
．
・
鎌
倉
期
の
資
料
に
見
ら
れ
る
．
の
．
で
あ
る
。

わ
ん
　
　
号
　
．
h
∵
’

安
　
置
　
　
往

さ

ん

　

け

　

さ

ん

低

　

値

　

三

だ
い
じ
や
ー
だ
い
じ
ん
．

太
政
大
臣

、
－
　
　
く
わ
ん
　
r

古
　
・
歓
　
喜

轟
・
封
じ
椚

た

う

じ

や

　

だ

う

堂
　
舎
・
堂

く
わ
ん
官
や
う

渾
　
頂
・
，

せ
う
　
じ
ん
l

昇
　
進

じ

や

　

と

う

ほ

う

舎
　
L
東
l
方

L
や
う
じ
ゃ

精
　
舎

し
ん
　
ぢ
う
一

心
　
中ま

う

ぎ

う

．
妄
　
想

く

ぎ

ゃ

う

恭
　
敬

し
ん
　
じ
ん

け
ん
じ
ゃ
う

賢
　
聖

し
ん
　
だ
い

′

ヽ

　

　

　

じ

孔
　
子

せ
い
　
ざ
う

こ
う
ぷ
く
じ

興
福
寺

せ
ん
　
こ
ん

r
ん
　
r

噺
　
悦

せ
ん
　
ぜ

身
　
心
　
　
進
　
退

星
　
霜
　
　
香
　
取
　
　
前
　
世

こ
れ
ら
は
、
本
稿
の
資
料
に
依
っ
て
、
平
家
物
語
著
作
時
代
の
覆
音
を
俸
え
た
可
能
性
も
生
じ
、
更
に
は
嘗
時
の
軍
記
物
・
説
話
集
の
漢
字

の
讃
み
を
或
る
程
度
、
再
建
す
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
の
．
で
あ
る
。

〔注〕
①
　
濱
田
敦
「
連
濁
と
連
聾
－
同
化
の
問
題
－
」
（
国
語
国
文
第
二
十
九
巻
十
競
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
）
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）



⑨◎④⑤◎⑦

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
達
渇
に
つ
い
て
（
小
林
）

「
瀧
①
」
文
献
一
〇
頁
－
一
一
頁
の
取
意
に
よ
る
。
例
語
は
こ
の
稿
の
筆
者
の
加
え
た
も
の
l
で
あ
る
。

奥
村
三
雄
「
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」
（
国
語
国
文
第
十
二
審
五
択
）
。

補
忘
記
（
兵
事
坂
巻
下
、
元
緑
版
巻
上
）

築
島
裕
「
濁
鮎
の
起
源
」
（
東
京
大
軍
人
文
科
挙
科
紀
要
」
第
三
十
二
輪
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
）

三
四

同
．
『
平
安
時
代
語
新
諭
』

春
日
政
治
「
聖
語
蔵
本
央
掘
艦
尾
経
の
字
音
鮎
」
（
『
古
訓
鮎
の
研
究
』
一
四
一
頁
）

「
㌣
」
を
本
濁
字
に
付
け
た
例
が
少
数
あ
る
。

鴫

　

の

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

旧
説
（
巷
二
）
、
之
具
（
巷
二
）
、
波
長
比
丘
尼
（
巻
一
）
、

鴫

　

　

　

　

　

　

　

…

　

か

．

．

テ

ウ

▼

　

　

　

フ

吾
逃
（
巻
二
）
這
重
（
巻
二
）
、
歴
掘
囁
葉
（
竺
）
、

…

伽

　

　

　

．

伽

．
訂
空
（
空
．
）
・
紆
軋
婆
（
巻
二
）

°

こ
れ
ら
の
中
に
ほ
漢
音
姦
ら
は
連
濁
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
「
比
丘
尼
」
「
圧
搾
鈎
醇
」
「
乾
l
路
婆
L
l
な
ど
呉
音
群
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
又
、
別
に
、

勤
　
修
（
巻
二
）

－
伽

は
、
他
の
箇
所
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

勒
　
惨

…

　

か

止
あ
り
、
「
‥
」
を
誤
っ
た
ら
し
い
ふ
の
も
明
ら
か
に
存
す
る
。

⑧
．
連
商
の
認
定
に
常
り
、
第
一
次
手
増
と
し
て
、
普
該
字
が
斑
紋
の
清
・
次
清
音
で
あ
る
字
を
取
出
し
た
が
、
日
本
の
漢
音
呉
音
の
基
と
な
っ
た
中
田
の

音
韻
組
系
．
に
ほ
全
清
次
清
整
母
の
或
る
種
の
字
が
、
有
窒
化
（
軟
化
）
す
る
槙
向
が
あ
り
・
中
世
の
日
本
汚
字
音
で
も
頭
子
音
丙
の
も
の
も
〓
旨
認
め

ら
れ
る
上
に
（
岡
本
勲
氏
「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
頭
子
音
の
清
濁
－
故
鑓
清
の
字
に
し
て
日
本
字
音
渇
と
な
る
も
の
に
放
て
ー
国
語
国
文
昭
和
四
十

三
年
十
二
月
競
四
十
四
年
一
月
競
）
、
こ
れ
が
個
別
的
な
事
象
で
あ
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
第
二
次
手
増
と
し
て
、
各
資
料
で
常
該
字
が
語
頭
な
ど

に
お
い
て
積
極
的
に
濁
音
を
も
た
な
い
も
の
、
又
、
差
嘗
り
、
色
菓
字
煩
抄
（
前
田
家
本
）
、
煩
累
名
義
抄
（
駁
智
院
本
）
、
法
華
経
睾
字
・
法
華
経
音



◎⑳⑳⑳⑳

及
び
和
三
馬
を
検
し
、
普
該
字
に
つ
き
積
極
的
に
清
音
で
あ
り
濁
音
を
も
た
な
い
謹
を
得
た
も
の
を
取
上
げ
た
　
（
こ
れ
に
は
沼
本
克
明
氏
の
協
力
を
得

た
が
、
そ
の
手
河
の
睾
示
は
割
愛
す
る
）
。
本
稿
に
扱
っ
た
文
献
の
中
で
、
第
一
次
手
H
で
は
韻
錨
清
音
で
あ
る
が
、
堅
一
次
手
相
に
お
い
て
古
文
献

に
濁
音
の
葺
の
あ
っ
た
乃
に
抜
外
し
た
例
は
次
の
話
語
で
あ
る
。

°°

屈
　
現
（
廿
回
山
寺
琶
会
議
次
第
天
彗
元
年
告
）
〔
同
一
資
村
中
に
「
現
蕾
」
の
例
が
あ
り
、
又
、
覿
智
院
本
只
茨
名
義
抄
に
「
禾
ケ
ン
」
、
法
華
経
畢

ケ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ア

　

　

　

デ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ケ

ソ

字
に
「
後
仙
（
反
）
」
、
迫
撃
荘
音
「
現
」
、
和
玉
算
に
「
夢
、
俗
作
現
」
と
あ
る
。
尚
、
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
に
は
「
示
現
」
　
と
あ
る
。
〕

…

．

　

　

　

〇

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

‥

．

．

．

亘

腋

眉
等
三
訂
誓
餌
聖
教
指
巨
平
四
年
讐
苧
碧
宗
名
舌
に
「
客
六
空
洞
、
歪
ソ
」
と
あ
。
、
和
義
に
「
ピ
ソ
」

と
あ
る
〕

浸
　
浣

0　　　0
0

°

　

°

（
同
仁
平
四
年
㌫
）
沌
浣
（
坂
東
本
数
行
信
謹
）
〔
観
智
院
本
績
買
名
義
抄
に
「
末
日
ム
」
と
あ
り
、
法
華
経
畳
字
に
「
決
、
地
娃
（
反
）
」
、

〇

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

，

命
　
　
　
　
　
　
　
ア
y

法
華
良
書
に
「
深
」
と
あ
る
〕

00

“

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

l

終
（
書
陵
部
裁
大
方
廣
悌
華
綴
経
巻
第
四
十
書
永
二
年
鮎
）
命
終
・
命
終
（
坂
東
本
敢
行
信
謹
）
〔
観
智
院
本
難
茨
名
義
抄
に
「
禾
シ
ユ
ウ
」

°

　

°

　

°

°

0

　

，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㌢

ユ

ウ

と
あ
り
、
法
華
経
軍
字
に
「
終
、
l
受
風
（
反
）
」
、
法
華
経
音
に
「
終
　
」
、
和
王
篇
に
「
終
㍍
」
と
あ
る
〕

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
謹
古
粘
」
（
東
洋
大
挙
大
軍
院
紀
要
堅
一
集
、
昭
和
四
十
年
九
月
）

「
注
◎
」
に
同
じ
。

沼
本
克
明
氏
に
よ
れ
は
、
「
穀
倉
」
の
連
濁
は
、
「
穀
」
の
入
質
音
が
開
音
節
化
し
、
流
揃
・
遇
揃
所
属
字
の
字
音
と
同
音
と
な
っ
た
鳥
に
生
じ
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。

小
林
芳
規
「
括
門
記
承
徳
鮎
本
の
償
名
迫
を
め
ぐ
っ
て
」
（
国
文
撃
致
四
十
九
競
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
。

打
開
集
の
表
紙
に
「
従
建
立
中
堂
戊
辰
歳
至
干
長
承
三
年
甲
寅
歳
三
百
四
十
七
年
圏
」
と
あ
る
文
字
、
及
び
、
裏
書
文
書
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
八
日
）

（
国
語
畢
国
文
畢
助
教
授
）

院
政
．
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
（
小
林
）
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University -Studies : Literature Department (Japan and the Orient). The

table of collation will help' us to realize the proper place of the Japanese

version to occupy among: different editions of' the -ivork. This article

deals with the latter half from the eleventh to the twentieth; with: which

the Japanese version ceased to be published. :- ' : ".- r:T ~ å '!-•Eå i ' ;i: '

On "Rendaku (^^)" in the Periods of

Cloistered Emperors and of; Kamakura

: - å . å  - å  .M..--. : YoshinoriKOBAYASHI- å 

By "Rendaku (JgS)" is meant- the phenomenon' in Japanese com-

pounds that the initial voiceless sound of the second'member tends to

turn voiced..The tendency; was apparently accelerated with the incorpo-

ration7of Chinese into Japanese. The present writer has inquired into the

cause and condition of this phenomenon in the twelfth' and' thirteenth

centuries when it seems to have become remarkable, ;using the contem-
poraryliterature: ": : ""; å  :å å  ;i :•E"- --:.-:.:.å  -,•E" .'.

å  .å  :...å  . "å  : '.-.:å  - -:å  å å "å å -. .:j i-.-... •E '..-:..

' ; OnHuoh-Sheau-Yuh-Juann and its Author1 r ; ;

-.; . : . . . :; •E WangMENG-OU.å !.->:

.;; : HuohShiau-Yuh-Jiiann: is a famous: novel å published' -in the age

of Tang, and if had: many a readers, while it was evenPrewritten in

the form of.several dramas. Yet no critic has discussed about its author
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